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はじめに 

 

本市では、平成 24 年３月に「加西市行財政改革プラン」を策定し、財政支出を厳

しく抑制しながら進めてきた財政再建推進計画を継承しながら、第５次加西市総合計

画の実施計画として定めています。 

このたび平成 26 年度決算が確定したため、次のとおり進捗及び内容について、評

価・検証を行った結果を公表します。 
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１．持続可能な財政基盤の確立について 

 

（１）財政収支見通し 

 次ページに、平成 26年度決算を踏まえた 10年間の財政収支見通しを示しておりま

す。 

 まず、歳入では、市税において、アベノミクス効果や円安の影響で製造業を中心に

企業収益が回復し、法人市民税が前年度より 15 百万円増加したものの、償却資産の

経年減価が新たな設備投資を上回り、基幹税目である固定資産税が 38 百万円減少し

たため、市税全体で前年度より 25百万円の減収となりました。 

 また、地方交付税においては、消費増税による地方消費税交付金の増等に伴い基準

財政収入額が 59 百万円増加、地域振興費及び農業行政費等にかかる基準財政需要額

が 112 百万円減少、臨時財政対策債が 43 百万円減少したことにより普通交付税が前

年度より 128百万円減少しました。 

さらに、その他の収入では、前年度繰越金は増加したものの、土地売払収入や臨時

財政対策債が減少したことにより、前年度より 71 百万円減少し、歳入全体では、平

成 26 年度の決算ベースで財政収支見通しを 519 百万円上回り、前年度より 194 百万

円減少しました。 

 一方、歳出では、人件費において、退職手当組合負担金は減少したものの、人事院

勧告に準拠した給料・賞与の引上げや子育て支援充実のための保育士・幼稚園教諭の

確保等により、前年度より 82百万円増加しています。 

 また、投資的経費において、緊急経済対策に伴う学校教育施設耐震化事業、環境整

備事業等の減により、前年度より 130百万円減少し、その他については、国営加古川

西部土地改良事業負担金は減少したものの、高齢化の進展に伴う介護特別会計・後期

高齢者医療特別会計繰出金、先送りされていた道路修繕事業、施設改修による北はり

ま消防組合負担金等の増により、前年度より 133百万円増加しています。歳出全体で

は、平成 26 年度の決算ベースで財政収支見通しを 374 百万円下回り、前年度より 97

百万円増加しました。 

 以上の結果、平成 26 年度決算で差引収支額が 9 百万円となり、財源不足を補うた

め 180 百万円の財政調整基金を繰り入れ、翌年度へ繰り越すべき財源 69 百万円を控

除した 120百万円が平成 27年度への繰越金となりました。 

 なお、行革改善額については、人件費の削減で 304百万円の計画に対し、特別職の

報酬カットや退職手当組合特別負担金の減等により 258百万円、事務事業の見直しに

ついては、17 百万円の計画に対し、課税客体調査による課税強化、有利な資金運用、

土地開発公社の解散等により 32 百万円、市有財産の売却については、76 百万円の計

画に対し、商工会議所敷地等の売却により 18 百万円、施設の統廃合については、7

百万円の計画に対し、保育園・幼稚園の統廃合、健康増進センターの移転、単独調理

場の統廃合等により 18百万円の効果額となりました。 
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【10年間の財政収支見通し】
【決算】 【決算】 【決算】 【決算】 【6月補正後】 （単位：百万円）

決算
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

当初 6,449 6,275 6,314 6,360 6,298 6,336 6,378 6,254 6,299 6,349
6,453 現計画 6,662 6,588 6,742 6,717 6,498 6,336 6,378 6,254 6,299 6,349

増減 213 313 428 357 200 0 0 0 0 0
当初 4,222 4,120 4,252 4,182 4,114 4,002 3,931 3,986 3,994 3,974

4,450 現計画 4,381 4,282 4,058 3,912 3,746 4,002 3,931 3,986 3,994 3,974
増減 159 162 △ 194 △ 270 △ 368 0 0 0 0 0
当初 918 872 868 864 857 852 848 845 843 842

990 現計画 958 879 925 973 1,263 852 848 845 843 842
増減 40 7 57 109 406 0 0 0 0 0
当初 1,576 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087

1,544 現計画 1,726 1,653 1,481 1,410 901 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087
増減 150 566 394 323 △ 186 0 0 0 0 0
当初 13,165 12,354 12,521 12,493 12,356 12,277 12,244 12,172 12,223 12,252

13,437 現計画 13,727 13,402 13,206 13,012 12,408 12,277 12,244 12,172 12,223 12,252
増減 562 1,048 685 519 52 0 0 0 0 0

当初 2,603 2,666 2,689 2,697 2,705 2,739 2,732 2,762 2,749 2,763
3,101 現計画 2,553 2,430 2,393 2,475 2,755 2,739 2,732 2,762 2,749 2,763

増減 △ 50 △ 236 △ 296 △ 222 50 0 0 0 0 0
当初 1,173 1,231 1,237 1,244 1,251 1,258 1,266 1,275 1,283 1,291

1,002 現計画 932 1,019 996 1,008 1,350 1,258 1,266 1,275 1,283 1,291
増減 △ 241 △ 212 △ 241 △ 236 99 0 0 0 0 0
当初 1,964 1,898 1,722 1,824 1,660 1,592 1,550 1,610 1,676 1,776

2,018 現計画 1,964 1,897 1,718 1,735 1,585 1,592 1,550 1,610 1,676 1,776
増減 0 △ 1 △ 4 △ 89 △ 75 0 0 0 0 0
当初 1,434 1,515 1,517 1,520 1,520 1,521 1,523 1,526 1,530 1,536

1,424 現計画 1,595 1,577 1,592 1,635 1,659 1,521 1,523 1,526 1,530 1,536
増減 161 62 75 115 139 0 0 0 0 0
当初 259 700 900 900 700 700 700 700 700 700

243 現計画 403 639 939 809 730 700 700 700 700 700
増減 144 △ 61 39 △ 91 30 0 0 0 0 0
当初 1,623 1,530 1,545 1,546 1,511 1,277 1,140 1,060 1,060 1,062

1,664 現計画 1,623 1,539 1,481 1,421 1,325 1,277 1,140 1,060 1,060 1,062
増減 0 9 △ 64 △ 125 △ 186 0 0 0 0 0
当初 620 700 800 800 800 800 800 800 800 800

609 現計画 620 700 800 800 800 800 800 800 800 800
増減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当初 3,138 3,158 2,960 2,846 2,830 2,767 2,568 2,566 2,567 2,571

2,687 現計画 3,424 3,353 2,987 3,120 3,307 2,767 2,568 2,566 2,567 2,571
増減 286 195 27 274 477 0 0 0 0 0
当初 12,814 13,398 13,370 13,377 12,977 12,654 12,279 12,299 12,365 12,499

12,748 現計画 13,114 13,154 12,906 13,003 13,511 12,654 12,279 12,299 12,365 12,499
増減 300 △ 244 △ 464 △ 374 534 0 0 0 0 0

689 351 △ 1,044 △ 849 △ 884 △ 621 △ 377 △ 35 △ 127 △ 142 △ 247
147 275 330 403 418 466 469 473 477 481
498 △ 769 △ 519 △ 481 △ 203 89 434 346 335 234

1,847 2,345 1,576 1,057 576 373 462 896 1,242 1,577 1,811
613 248 300 9 △ 1,103 △ 377 △ 35 △ 127 △ 142 △ 247

(144) (227) (399) (326) 418 466 469 473 477 481
613 248 300 9 △ 685 89 434 346 335 234

2,345 2,618 2,692 2,621 1,936 2,025 2,459 2,805 3,140 3,374
増減 0 1,042 1,635 2,045 1,563 1,563 1,563 1,563 1,563 1,563

10年計画

差 引 収 支 額

項 目

下 水 道 事 業 繰 出 金

病 院 事 業 繰 出 金

そ の 他

歳 入 歳 出 差 引

市 税

地 方 交 付 税

譲 与 税 ・ 交 付 金

そ の 他 の 収 入

物 件 費

投 資 的 経 費

財調・減債基金残高

歳 入 計

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

財調・減債基金残高

現計画

財調・減債基金残高

行 革 改 善 額
差 引 収 支 額

歳 出 計

当初

歳 入 歳 出 差 引

行 革 改 善 額
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（２）財政指標の目標値 

 健全化判断比率等、財政指標の目標値を設定し、持続可能な健全財政を目指してい

ます。 

 平成 26 年度決算では、実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、前年度に

引き続きいずれも黒字となりました。また、実質公債費比率は、前年度 14.2％から

1.8ポイント改善し 12.4％に、将来負担比率は、前年度 74.5％から 8.0ポイント改善

し 66.5％となりました。さらに、9億円以内に設定された投資的・政策的経費枠に対

し 8.1 億円に、4 億円に設定された市債の発行額枠（学校耐震等除く）に対し 4.8 億

円の決算額となりました。これには、国の補正予算を活用した追加公共事業（中学校

屋外環境整備事業）にかかる起債が 72百万円含まれています。 

６指標において一部の特殊事情を考慮すると概ね目標値を達成しており、健全財政

が維持されていることが分かります。 

 

（３）歳入の確保 

 歳入のうち市税等の「自主財源」の占める割合は、前年度 38.1％から平成 26 年度

は 6.9 ポイント増加し 45.0％となり、行政運営の自主性と安定性が向上しています。

これは、前年度の緊急経済対策への積極的な取り組みによる国庫支出金及び市債の一

時的な増加が解消されたためです。 

 市税収入の確保については、雇用・所得環境が改善するなか、経済対策や各種政策

の効果もあり、景気が緩やかに回復していくことが見込まれる状況下で、前年度に引

き続き兵庫県個人住民税等整理回収チームの派遣を受け入れ、その助言・指導のもと、

一斉徴収の実施、地区別滞納整理、所在不明者調査、国保の短期保険証更新とタイア

ップした納税相談、動産のインターネット公売等により、徴収率の向上を目指した結

果、前年度 94.0％から平成 26年度は 0.5ポイント上昇し 94.5％となりました。 

 新たな財源の確保については、ふるさと納税制度では、Ｗeb 申し込みを 26 年 12

月より開始し、24時間・365日オンラインで寄附を受け付けることにより、納税者の

利便性向上を図りました。寄附額は 3,445万円から 3,086万円へ 10.4％減少したもの

の、件数は 187件から 298件へ 59.4％の増加となりました。 

 また、市有財産の売却については、商工会議所敷地をはじめとする売却可能な普通

財産を、交渉により売却し、土地売払収入は 18百万円となりました。 

 

（４）歳出の最適化 

 必要な公共サービスを安定的に提供していくためには、歳入に見合った歳出構造へ

の転換が喫緊の課題となります。平成 26 年度決算では、財源不足を補う財政調整基

金を 1.8億円取り崩すことにより、歳入から歳出を控除した差引収支額は 1.9億円の

黒字となりましたが、財政調整基金積立金や取崩額を考慮した実質単年度収支は、2.2

億円の赤字となりました。 

 人件費については、３役（市長・副市長・教育長）報酬のカット、や退職手当組合
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負担金の減により 258百万円を削減しております。 

 各種施設の統廃合については、公立３保育園及び２幼稚園の再編・統廃合、健康増

進センターの健康福祉会館への移転、北部学校給食センター建設に合わせた単独調理

場５施設統廃合により 18百万円を削減しております。 

 事務事業の見直しについては、未申告者の課税客体調査による課税強化、土地開発

公社の解散、有利な資金運用等 27項目に取り組むことより 32百万円を削減しており

ます。 

 今後とも、行財政改革プランに基づき、事務事業の見直し、公債費の抑制、財政調

整基金の一定水準の確保など、持続可能な財政基盤を確立していきながら、人口増政

策に有効な施策を展開してまいります。 
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２．総合計画の取組について 

 

（１）総括 

行財政改革プラン第 3 編第 2 章は、第 5 次加西市総合計画の実施計画として、重要

なまちづくりの課題等を解決するために、市が向こう 3 ヵ年度に実施する具体的な事

業を社会情勢や財政状況を考慮して選択し取りまとめた短期計画です。この実施計画

の進捗管理については PDCA マネジメントサイクルにより実施し、毎年度評価検証

を行い、結果を公表します。そして、市民の目線で事業の効果や方向性についてのチ

ェック機能を加えたうえで、新しい 3 ヵ年の計画に改定します。 

 

平成 26 年度事業の評価検証については、平成 27 年 7 月から 8 月にかけて、全 153

項目につき、担当課による自己評価・検証を行いました。 

取組の進捗状況については、143 項目（93.5％）が実行中です。8 項目（5.2％）は

事業を完了し、2 項目（1.3％）については未着手となっています。 

予定したスケジュールの達成状況については、124 項目（81.1％）が予定通りに進

行しています。予定より早く進行している項目は 4 項目（2.6％）、予定より遅れてい

る項目は 25 項目（16.3％）となっています。 

今後の方針については、6 項目（3.9％）が既に完了し、139 項目（90.9％）につい

て今後も継続する方針ですが、8 項目（5.2％）については見直しを行うべきと評価し

ています。 

また、それぞれの取組についての個別評価シートを含めて、市民の皆様からご意見

をいただき、それをもとに新しい平成 27 年度～29 年度の行財政改革プランを策定し

ます。 
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（２）取組状況の概要 

 

①進捗状況 

 事業の進捗状況について 3 段階で評価しています。全 153 項目中 93.5％にあたる

143 項目が実行中となっています。 

 

 

進捗状況 合計 構成比 

進 

捗 

度 

①未着手 2 1.3% 

②実行中 143 93.5% 

③完 了 8 5.2% 

合 計 153 100.0% 

 

 

 

 

 

 

基本目標別 

基本目標 未着手 実行中 完了 計 

子どもが元気に育ちいきいきと活動する加西 0 22 3 25 

雇用と経済が元気を取り戻す加西 1 43 1 45 

誰もがみんな元気で安心して暮らせる加西 0 36 1 37 

地球に優しい環境都市加西 0 28 1 29 

パートナーシップによる地域経営 1 14 2 17 

計 2 143 8 153 
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②スケジュール達成状況 

 事業の現在の進捗が、27 年 3 月末までに予定した活動内容を達成しているかを 3

段階で評価しています。全 153 項目中 81.1％にあたる 124 項目が予定通り進行して

います。 

 

 

達成状況 合計 構成比 

Ｓ（予定より早く進行） 4 2.6% 

Ａ（予定通り進行） 124 81.1% 

Ｂ（予定より遅延） 25 16.3% 

合 計 153 100.0% 

 

 

 

基本目標別 

基本目標 Ｓ Ａ Ｂ 計 

子どもが元気に育ちいきいきと活動する加西 0 24 1 25 

雇用と経済が元気を取り戻す加西 2 32 11 45 

誰もがみんな元気で安心して暮らせる加西 1 32 4 37 

地球に優しい環境都市加西 0 22 7 29 

パートナーシップによる地域経営 1 14 2 17 

計 2 124 25 153 

 

基本目標ごとのスケジュール達成状況 
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（３）今後の方針 

 

 進捗を踏まえ、事業ごとに今後の方針を決定しています。全 153 項目中 90.9％に

あたる 139 項目が今後も継続の方針です。 

 

 

 

 

今後の方針 合計 構成比 

①完了 6 3.9% 

②継続 139 90.9% 

③見直し 8 5.2% 

④廃止 0 0.0% 

合 計 153 100.0% 

 

 

 

基本目標別 

基本目標 完了 継続 見直し 廃止 計 

子どもが元気に育ちいきいきと活動する加西 1 20 4 0 25 

雇用と経済が元気を取り戻す加西 2 41 2 0 45 

誰もがみんな元気で安心して暮らせる加西 1 36 0 0 37 

地球に優しい環境都市加西 1 28 0 0 29 

パートナーシップによる地域経営 1 14 2 0 17 

計 6 139 8 0 153 

 

 

（４）取組状況の詳細 

次ページ以降に示す。 

 



実施計画内容及び進捗管理表

1 ③ Ａ ③ 14 教育委員会 生涯学習課

2 ② Ａ ② 14 教育委員会 生涯学習課

3 ② Ａ ② 15 教育委員会 図書館

4 ② Ａ ② 15 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

1 ② Ａ ② 16 教育委員会 総合教育センター

2 ② Ａ ② 16 教育委員会 総合教育センター

1 ② Ａ ② 17 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

2 ② Ａ ② 17 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

3 ② Ａ ② 18 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

1 ② Ａ ③ 19 ふるさと創造部 ふるさと創造課

2 ② Ａ ③ 19 ふるさと創造部 ふるさと創造課

1 ② Ａ ② 20 教育委員会 総合教育センター

2 ② Ａ ② 21 教育委員会 学校教育課

3 ② Ａ ② 21 教育委員会 教育総務課

4 ② Ａ ② 22 教育委員会 学校教育課

5 ② Ａ ② 22 教育委員会 学校教育課

6 ② Ａ ② 23 教育委員会 総合教育センター

1 ② Ａ ② 24 教育委員会 教育総務課

2 ② Ａ ② 24 教育委員会 教育総務課

3 ② Ａ ② 25 教育委員会 教育総務課

4 ③ Ａ ① 25 教育委員会 教育総務課

5 ③ Ａ ③ 26 ふるさと創造部 人口増政策課

1 ② Ａ ② 27 教育委員会 学校教育課

2 ② Ａ ② 27 教育委員会 総合教育センター

3 ② Ｂ ② 28 教育委員会 学校教育課

1 ② Ｂ ② 29 地域振興部 農政課

2 ② Ｂ ③ 29 地域振興部 農政課

3 ② Ｂ ② 30 地域振興部 農政課

4 ② Ｓ ① 30 地域振興部 農政課

5 ② Ｓ ② 31 地域振興部 農政課

6 ② Ａ ② 31 地域振興部 農政課

1 ② Ａ ② 32 地域振興部 農政課

2 ② Ａ ② 32 地域振興部 農政課

3 ② Ａ ② 33 地域振興部 産業振興課

4 ② Ｂ ② 33 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

5 ② Ａ ② 34 地域振興部 産業振興課

6 ② Ａ ② 34 地域振興部 産業振興課

7 ② Ｂ ② 35 ふるさと創造部

8 ② Ａ ③ 35 ふるさと創造部 人口増政策課

1 ② Ａ ② 36 地域振興部 産業振興課

2 ② Ａ ② 36 地域振興部 産業振興課

3 ② Ａ ② 37 地域振興部 産業振興課

4 ② Ａ ② 37 地域振興部 産業振興課

2 ② Ａ ② 39 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

3 ③ Ａ ① 39 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

1 ② Ｂ ② 40 総務部 管財課

2 ② Ａ ② 40 都市整備部 都市計画課

3 ② Ａ ② 41 都市整備部 都市計画課

4 ② Ａ ② 41 地域振興部 産業振興課

5 ② Ｂ ② 42 地域振興部 産業振興課

1 ① Ｂ ② 43 ふるさと創造部 ふるさと創造課

2 ② Ａ ② 43 都市整備部 都市計画課

3 ② Ａ ② 44 地域振興部 産業振興課

4 ② Ａ ② 44 都市整備部 都市計画課

5 ② Ａ ② 45 ふるさと創造部 人口増政策課

6 ② Ａ ② 45 都市整備部 都市計画課

担当部 担当課

子どもが元気に育ちい
きいきと活動する加西

1 誰もが学べる学習環境づくり

2 主体的な青少年活動

基本目標
施策
番号

施策名 枝番 進捗状況
スケジュール

達成状況

3 地域で楽しめる体力づくり

4 出会いを求める若者の応援

5 特色ある教育

今後の方針
個票

ページ

6 安全安心で潤いのある学校

7 地域に開かれた学校づくり

雇用と経済が元気を取
り戻す加西

8 裾野の広い農業の育成

9 地域資源を活用した産業振興

10

1

13 周辺地域の定住促進

② Ｂ ②

加西に住んで働ける就労支援

11 加西らしい観光サービス

教育委員会 生涯学習課38

12 魅力ある中心市街地の形成
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実施計画内容及び進捗管理表

担当部 担当課基本目標
施策
番号

施策名 枝番 進捗状況
スケジュール

達成状況
今後の方針

個票
ページ

1 ② Ａ ② 46 ふるさと創造部 人口増政策課

2 ② Ａ ② 46 ふるさと創造部 人口増政策課

3 ② Ａ ② 47 ふるさと創造部 人口増政策課

4 ② Ａ ② 47 ふるさと創造部 人口増政策課

5 ② Ａ ② 48 ふるさと創造部 人口増政策課

6 ② Ａ ② 48 ふるさと創造部 人口増政策課

1 ② Ｂ ② 49 都市整備部 都市計画課

2 ② Ｂ ② 49 教育委員会 生涯学習課

3 ② Ａ ② 50 都市整備部 土木課

4 ② Ａ ② 50 都市整備部 土木課

5 ② Ａ ② 51 都市整備部 土木課

6 ② Ａ ② 51 都市整備部 土木課

7 ② Ａ ② 52 都市整備部 土木課

1 ② Ｂ ② 53 教育委員会 生涯学習課

2 ② Ｂ ② 53 健康福祉部 長寿介護課

3 ② Ａ ② 54 健康福祉部 長寿介護課

4 ② Ａ ② 54 健康福祉部 地域福祉課

5 ② Ａ ② 55 健康福祉部 地域福祉課

1 ② Ａ ② 56 健康福祉部 健康課

2 ② Ａ ② 57 健康福祉部 健康課

3 ② Ａ ② 57 健康福祉部 健康課

4 ② Ａ ② 58 健康福祉部 健康課

5 ② Ａ ② 58 健康福祉部 健康課

6 ② Ａ ② 59 健康福祉部 健康課

7 ② Ｂ ② 59 健康福祉部 健康課

1 ② Ａ ② 60 加西病院 加西病院事務局

2 ② Ａ ② 60 加西病院 加西病院事務局

3 ② Ａ ② 61 健康福祉部 健康課

4 ② Ａ ② 61 健康福祉部 福祉企画課、健康課、長寿介護課

5 ② Ａ ② 62 健康福祉部 健康課

1 ② Ａ ② 63 健康福祉部 長寿介護課、地域福祉課

2 ② Ａ ② 63 健康福祉部 長寿介護課

3 ② Ａ ② 64 健康福祉部 長寿介護課、地域福祉課

4 ② Ｂ ② 64 健康福祉部 長寿介護課

1 ② Ａ ② 65 総務部 危機管理課

2 ③ Ａ ① 65 総務部 危機管理課

3 ② Ａ ② 66 総務部 危機管理課

4 ② Ａ ② 66 総務部 危機管理課

5 ② Ａ ② 67 総務部 危機管理課

6 ② Ａ ② 67 総務部 危機管理課

1 ② Ａ ② 68 健康福祉部 健康課

2 ② Ａ ② 68 教育委員会 こども未来課

3 ② Ａ ② 69 健康福祉部 地域福祉課

4 ② Ａ ② 69 健康福祉部 地域福祉課

5 ② Ａ ② 70 教育委員会 こども未来課

6 ② Ａ ② 70 教育委員会 こども未来課

7 ② Ａ ② 71 教育委員会 こども未来課

9 ② Ｓ ② 72 健康福祉部 地域福祉課

10 ② Ａ ② 72 健康福祉部 国保医療課

1 ② Ａ ② 73 地域振興部 農政課

2 ③ Ａ ① 73 地域振興部 農政課

3 ② Ａ ② 74 生活環境部 環境課

4 ② Ａ ② 74 地域振興部 農政課

5 ② Ｂ ② 75 地域振興部 農政課

6 ② Ｂ ② 75 地域振興部 農政課

雇用と経済が元気を取
り戻す加西

14 公共交通網の構築

15 住みよい住環境

② 71 教育委員会 こども未来課

地球に優しい環境都市
加西

22 自然と共生する里地里山づくり

誰もがみんな元気で安
心して暮らせる加西

16 社会参加を通した生きがいづくり

防犯・防災のまちづくり

21 安心できる子育て支援

8 ② Ａ

20

17 こころと体の健康づくり

18 地域医療体制の充実

19 地域で支え合う安心の暮らし
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実施計画内容及び進捗管理表

担当部 担当課基本目標
施策
番号

施策名 枝番 進捗状況
スケジュール

達成状況
今後の方針

個票
ページ

1 ② Ａ ② 76 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

2 ② Ａ ② 76 ふるさと創造部 文化・観光・スポーツ課

3 ② Ａ ② 77 都市整備部 都市計画課

4 ② Ａ ② 77 都市整備部 都市計画課

5 ② Ａ ② 78 生活環境部 環境課

6 ② Ａ ② 78 都市整備部 都市計画課

1 ② Ａ ② 79 生活環境部 環境課

2 ② Ａ ② 79 都市整備部 都市計画課

3 ② Ａ ② 80 生活環境部 環境課

1 ② Ｂ ② 81 生活環境部 上下水道課

2 ② Ｂ ② 81 生活環境部 上下水道管理課

3 ② Ａ ② 82 生活環境部 上下水道課

4 ② Ａ ② 82 生活環境部 上下水道管理課

5 ② Ａ ② 83 都市整備部 土木課

1 ② Ａ ② 84 生活環境部 環境課

3 ② Ａ ② 85 生活環境部 環境課

4 ② Ａ ② 85 生活環境部 環境課

1 ② Ｂ ② 86 教育委員会 生涯学習課

2 ② Ｂ ② 86 教育委員会 生涯学習課

3 ② Ａ ② 87 教育委員会 学校教育課

4 ② Ａ ② 87 生活環境部 環境課

5 ② Ｂ ② 88 教育委員会 学校教育課、総合教育センター

1 ② Ａ ② 89 ふるさと創造部 ふるさと創造課

2 ② Ａ ③ 89 ふるさと創造部 ふるさと創造課

3 ① Ｂ ③ 90 ふるさと創造部 ふるさと創造課

4 ② Ｓ ② 90 ふるさと創造部 ふるさと創造課

5 ② Ａ ② 91 ふるさと創造部 秘書課

1 ② Ａ ② 92 ふるさと創造部 ふるさと創造課

2 ② Ａ ② 92 ふるさと創造部 ふるさと創造課

3 ② Ａ ② 93 ふるさと創造部 ふるさと創造課

4 ② Ａ ② 93 ふるさと創造部 ふるさと創造課

5 ③ Ａ ② 94 ふるさと創造部 人権推進課

1 ② Ｂ ② 95 総務部 総務課

2 ② Ａ ② 95 総務部 総務課

3 ② Ａ ② 96 ふるさと創造部 人口増政策課

4 ② Ａ ② 96 総務部 管財課

6 ② Ａ ② 98 総務部 税務課

7 ③ Ａ ① 98 総務部 管財課

凡例

①未着手
②実行中
③完了

Ｓ（予定より早く
進行）
Ａ（予定通り進
行）
Ｂ（予定より遅
延）

①完了
②継続
③見直し
④廃止

パートナーシップによる
地域経営

28 情報公開と住民自治のまちづくり

29 自己実現と共生のまちづくり

30 行政サービスの向上と効率経営

2 ②

地球に優しい環境都市
加西

23 加西の風土を活かした景観づくり

24 省エネ・蓄エネ・創エネの推進

25 水環境のまちづくり

26 ごみ減量と資源リサイクルの推進

財政課5 ② Ａ ② 97 総務部

環境課

27 環境学習の推進

Ａ ② 84 生活環境部
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…次ページからの個票については以下の様式で記載しています。

施策
番号

1

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 60 70 80 100

実績 - 0 4 50 80

施策名 到達目標

誰もが学べる学習環境づくり
住民誰もが参加しやすい学習機会を提供し、学習成果を地域
の課題解決や創造的活動に活かせる人づくりをめざします。

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

課題と
今後の取組

市民ニーズや生活様式が多様化しているため、公民館でのチラシやポスターによる広報活動と合わ
せ、インターネットを活用し、効率的に情報提供できる体制を構築する。併せて、幅広い年代が利用で
きるよう学習機会の充実を図る。

・「生涯学習パスポート」登録制度
を見直し、生涯学習関係の
Facebookを立ち上げる

・積極的な情報提供及び学習内
容の充実と市民活動の促進を図
る

・同左 Ａ

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27)

個票の見方

生涯学習パスポートの登録者数
（人）

100 200

平成26年度
取組状況

紙媒体である「生涯学習パスポート」制度を見直し、HPやブログ、facebook等により学習者へ情報提供
を行った。

10年後（H32）

公民館を中心に市域をキャンパスとする「生涯学習パスポー
ト」登録制度を活用し、新しい仲間づくりを進めます。

生涯学習課 ③ ③

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

総合計画に記載されている施策番号・施策名・到達目標を記していま

行財政改革プランに記載されている基本計画を
項目ごとに記しています。

進捗状況を以下の分
類で評価しています。

①未着手
②実行中
③完了

今後の方針を以下の分
類で評価しています。

①完了
②継続

③見直し
④廃止

予定のスケジュールに対す
る達成度を以下の分類で評
価しています。

Ｓ（予定より早く進行）
Ａ（予定通り進行）
Ｂ（予定より遅延）数値目標を掲げている項目

については、目標数値と実
績数値を記しています。

平成26年度の取組状況、そ
れを踏まえた課題と今後の
取組について記しています。
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施策
番号

1

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 60 70 80 100

実績 - 0 4 50 80 -

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 5 10 20

実績 0 3 22 18

住民誰もが参加しやすい学習機会を提供し、学習成果を地域
の課題解決や創造的活動に活かせる人づくりをめざします。

到達目標施策名

誰もが学べる学習環境づくり

総合計画目標値
5年後（H27)

H27 H28

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

③

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28

生涯学習課 ③公民館を中心に市域をキャンパスとする「生涯学習パスポート」
登録制度を活用し、新しい仲間づくりを進めます。

・「生涯学習パスポート」登録制度
を見直し、生涯学習関係の
Facebookを立ち上げる

H26

・積極的な情報提供及び学習内
容の充実と市民活動の促進を図
る

H27

数値指標
目標数値

10年後（H32）

・「公民館まちづくり出前講座」制
度の拡充

・同左 ・同左

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

課題と
今後の取組

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

生涯学習パスポートの登録者数
（人）

100 200

平成26年度
取組状況

A

公民館登録グループ社会貢献活
動コーディネート制度（公民館出
前講座）参加グループ数【総計目

標に追加】

30 60

平成26年度
取組状況

公民館まちづくり出前講座を延59回開催し、1244人が受講した。登録グループは261人が講座に参画し
た。

課題と
今後の取組

公民館まちづくり出前講座は普及啓発により、実施延回数や参加人数が増加しているが、実施する登
録グループに偏りが見られ、公民館職員のコーディネート能力の向上を図る必要がある。

数値指標
目標数値

紙媒体である「生涯学習パスポート」制度を見直し、HPやブログ、facebook等により学習者へ情報提供
を行った。

A

公民館登録グループによる社会貢献活動推進のため、研修会
やコーディネート等の支援を行います。

生涯学習課 ② ②

市民ニーズや生活様式が多様化しているため、公民館でのチラシやポスターによる広報活動と合わ
せ、インターネットを活用し、効率的に情報提供できる体制を構築する。併せて、幅広い年代が利用でき
るよう学習機会の充実を図る。
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施策
番号

1
住民誰もが参加しやすい学習機会を提供し、学習成果を地域
の課題解決や創造的活動に活かせる人づくりをめざします。

到達目標施策名

誰もが学べる学習環境づくり

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 24.5 25 25.5 26

実績 - 26 25 24 23 22

4

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②幅広く高度な情報が提供できるよう図書館サービスを拡充しま
す。

図書館 ②

② ②

平成26年度
取組状況

雑誌スポンサーとして23社から申出があり、館内の40種類の雑誌にスポンサーが付き、雑誌種類も前
年度よりも21増の180に増えた。読書活動の啓蒙活動や個人貸出の上限を引き上げ（本10→20、AV2
→4）もあり、貸出冊数は前年よりも約三万増の394,367となった。利用者からのリクエストによる購入冊
数も前年度より58増の359となった。

課題と
今後の取組

数値指標
目標数値

貸出冊数は9年ぶりに増加に転じたが、来館者数は減少が続いている。近隣市に新図書館が二館も誕
生することからことさら来館者の増は見込みがたい。対策として来館を待つのではなく、図書館から学
校等へ出向くサービスにより貸出等の充実を図りたい。

・雑誌スポンサー制度の充実と雑誌
種類増
・貸出冊数・貸出期間の上限引き上げ
・リクエスト制度の周知と充実

・団体貸出の拡充
・雑誌スポンサー制度の拡充
・読書通帳の導入

・出前読み聞かせの拡充
・館外拠点の設置
・電子図書の導入

課題と
今後の取組

平成２７年度９月から始まる文化ホール改修を受けて、例年開催している文化祭の開催方法の見直し
が必要である。
これを契機として事業の見直し・改善を行いたいが、既存の手法を変更することについては関係団体の
強い反発があり、粘り強い調整を続ける必要がある。

手作り絵本講座・絵本フォーラムを開催。ともに参加者、関係者の満足度も高く、密度の濃い事業となっ
た。
例年開催している文化祭については、施設の改修工事を受け、翌年度以降の開催方法見直しの提案
を関係団体に行ったが、美術公募展については交渉が暗礁に乗り上げてしまい、とりあえずは開催時
期の前倒しで対応することにした。

実施スケジュール

27

スケジュール
達成度H26 H27 H28

・手づくり絵本講座
・絵本フォーラム

※東播磨大茶会は他市町の事情
を受けて平成３０年度開催に変
更。

A

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

年間図書館来館者数（万人） 28

住民による芸術文化活動、発表機会をまちなかに創出します。
文化・観光・ス
ポーツ課
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施策
番号

2

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 3 4 6 6

実績 - 3 3 4 4 4

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 6 8 8 8

実績 6 7 8 8 8

5年後（H27) 10年後（H32）

地域のお兄さん、お姉さん、あるいはおじさん、おばさんとし
て、より近い立場で中高生に接していくユースサポーターの育
成と支援を行います。

総合教育セン
ター ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

総合計画目標値

H27 H28
・野外活動指導者講習会
・かさいキッズふれあい事業
・ジュニアリーダー教室（ボラン
ティア参加）

・同左 ・同左 Ａ

総合教育センターを活用し、多様なボランティアグループや地
域との連携による若者広場事業を推進します。

平成26年度
取組状況

・7/5ハチドリ祭り
・8/3夏祭り大作戦
・12月クリスマス大作戦
・交流会（年間7回）

H26

・地域事業に参画
・東日本支援事業に参画
・夏祭り大作戦、クリスマス大作戦
・交流会（年間7回）

H27

若者広場事業数（回）

課題と
今後の取組

進学や就職等でジュニアリーダー教室を離れることがあっても、再度ジュニアリーダー教室指導者とし
て戻るような声かけや新規のメンバーが増えるよう広報をしていかなければならない。

ユースサポーター数（人） 8 12

平成26年度
取組状況

ジュニアリーダー教室の卒業生が、現役高校生・大学生で学業等多忙であるにもかかわらず、ジュニア
リーダー教室指導者として継続して活動しているという望ましい状況である。

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27)

Ａ

実施スケジュール

・地域事業に参画
・東日本支援事業に参画
・夏祭り大作戦、クリスマス大作戦
・交流会（年間7回）

H28

総合教育セン
ター ② ②

スケジュール
達成度

青少年の健全かつ自主的な活動を推進するための拠点を設
け、それを支える人づくりをめざします。

到達目標施策名

主体的な青少年活動

数値指標
目標数値

10年後（H32）

課題と
今後の取組

6 10

東日本大震災支援イベントのハチドリ祭りに参加する。加西サイサイまつりにおいてお化け屋敷「夏祭
り大作戦」を実施する。さらに子ども会や成人式等のイベントの手伝いを実施した。

市外の若者団体等との交流やイベント開催は定着している。しかし、青年連絡会は少人数なため会員
の拡大とより多くの若者団体との交流が望まれる。

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

3

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 78,500 78,200 78,300 80,000

実績 - 78,000 80,686 81,104 80,874 89,051

2

到達目標施策名

地域で楽しめる体力づくり

平成26年度
取組状況

環太平洋大学との連携による指導者養成講座(実技研修)開催
環太平洋大学との連携によるスポーツ推進審議会開催

課題と
今後の取組

スポーツ推進計画に基づき各スポーツ団体の連携強化を図り、指導者不足を解消するためスポーツ指
導者講習会や実技研修会の開催が必要である。また、指導者が地域に根差した指導ができるような環
境づくりや地域でスポーツを推進する体制が必要である。

施設の活用と指導者の育成によって、誰もが気軽にスポーツ、
レクリエーション活動に親しめるまちをめざします。

A

H27 H28

課題と
今後の取組

体育施設を有効に活用するため、市内スポーツ団体や指定管理者と連携し、各種スポーツ教室やス
ポーツイベントを開催することが必要である。また、手軽のできる運動としてウォーキングがあるが、市役
所の各課で連携しながらウォーキングを広げ、若い年代から運動習慣を身につけられるようにすること
が必要である。

・指導者養成講座開催
・スポーツ推進審議会

・指導者養成講座開催
・スポーツ推進審議会

・指導者養成講座開催
・スポーツ推進審議会

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

地域に密着して活動しているグループのリーダーや指導者を養
成し、活動を支援します。

文化・観光・ス
ポーツ課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

市が所管するスポーツ施設の利
用者数

②

スケジュール
達成度

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

実施スケジュール
H26 H28

文化・観光・ス
ポーツ課 ②既存施設の有効活用やコース設定等、住民が身近な場所でス

ポーツに楽しめる機会を拡充します。

H27

数値指標

平成26年度
取組状況

・ウォーキングコース増設

目標数値

アラジンスタジアム西側に防球ネットを設置し、練習場を確保した。
ぜんぼうグリーンパークの駐車場確保のために砕石敷均しを行い、車50台分の駐車場を整備した。

Aウォーキングコース増設

81,000 82,000

屋内ゲートボール場改修
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施策
番号

3

到達目標施策名

地域で楽しめる体力づくり
施設の活用と指導者の育成によって、誰もが気軽にスポーツ、
レクリエーション活動に親しめるまちをめざします。

3

少年少女、青壮年が参加できるスポーツ教室や親子で参加できる教室の開催。これまでの教室に加え
て
新たな教室を開催し、市民が参加しやすい環境を作っていくことが必要である。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

高齢者や障がい者を含めたスポーツ、レクリエーション活動を
推進します。

文化・観光・ス
ポーツ課 ② ②

今後の方針基本計画 担当課 進捗状況

平成26年度
取組状況

スポーツ推進委員によるニュースポーツ教室（ショートテニス）開催
少年少女を対象とした女子プロ野球教室、ヴィッセル神戸サッカー教室開催
子どもと青壮年を対象としたフットサル教室開催

課題と
今後の取組

・ニュースポーツ教室開催
・各スポーツ教室開催

・ニュースポーツ教室開催
・各スポーツ教室開催

・ニュースポーツ教室開催
・各スポーツ教室開催 A
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施策
番号

4

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 10 50

実績 - - - - 37 28

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 2 2 2 2

実績 - 0 2 1 0 1

基本計画

5年後（H27) 10年後（H32）

実施スケジュール

今後の方針

H26
スケジュール

達成度

職域相互の若者交流等、若者が気軽に出会えるイベントや交
流機会の創出を支援します。

ふるさと創造
課 ② ③

目標数値 総合計画目標値

担当課 進捗状況

A

到達目標施策名

課題と
今後の取組

異業種交流は開催日などの設定が難しく企業間とのパイプ等も必要である。

数値指標

出会いを求める若者の応援

H27 H28

・当事者の仕事を活かした婚活事業
・若い世代の参加者も対象とした事業
・民活及び婚活コラボ事業者との連携
事業

・同左 ・同左

職域交流事業数（回） 2 2

平成26年度
取組状況

パートナーシップ連携により、神姫バス（株）主催で異業種交流事業を実施した。

出会いを求める人たちが「自分に合う」方法で幸福をつかむこ
とができるまちをめざします。

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

若者が信頼のおける人を介して参加登録できるサポート制度
を構築します。

ふるさと創造
課 ② ③

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

カップリング事業は成長産業であるため、官民連携協定に基づく民間誘致事業をさらに進める事で、低
コストで婚活事業を実施できるよう図る。今年度キューピットプランの見直しに基づき施策の見直しを図
る。
アンケートによる調査では、結婚転出超過状態はまだ解消されていないため、市内の出会い希望者へ
の個別支援策の検討に入る必要がある。
加西市で婚活事業を実施した場合、近隣市の男性が参加し固定化する⇒そのためカップル数も減って
しまう。
あまり多数の出会い事業を実施する事はカップル数減少傾向を加速させる。
また、結婚推進と生き方を含めた多様性戦略との整合性が必要である。

・スキルアップ講座
・カップリング事業への助成金事業
・サブカルチャー婚活事業
・若者応援パートナー事業者との連携事
業

・同左及びキューピットプランの見
直し

・婚活コラボ事業
・スキルアップ事業 A

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

カップル成立組数 2 2

平成26年度
取組状況

5講座、11回の婚活パーティーを企画した。(予算115,000円）
うち不調イベントが6回
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施策
番号

5

1

スケジュール
達成度

義務教育９年間を見通した小中連携強化及び小中一貫教育に
対応した学習指導計画を推進し、幼小、小中連携を強化しま
す。

・小中連携推進委員会の実施
・小中連携の取組みの充実（合同授業・合同行事・児童生徒会の交流・校区各種委員会等）
・加西市小中連携推進プランの策定

平成26年度
取組状況

・小中連携教育を確実に推進して
いくための小中連携教育計画策
定委員会を設置
・小中連携による教科指導講座の
実施
・小中連携による生徒指導（不登
校）講座の実施

・小中連携教育計画策定委員会
で策定された計画にそって小中連
携を推進
・小中連携による教科指導講座の
実施
・生徒指導（不登校）講座等小中
連携に係る研修講座の実施

課題と
今後の取組

Ａ・同左

H28

到達目標施策名

特色ある教育
次世代を担う子どもたちが連続する義務教育の９年間を通し
て、自らの夢や志を実現できる学校をめざします。

実施スケジュール

総合教育セン
ター

H26 H27

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

小中連携による９年間のカリキュラムの検討・作成等推進プランに基づく取組みを充実させる。

② ②
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施策
番号

5

到達目標施策名

特色ある教育
次世代を担う子どもたちが連続する義務教育の９年間を通し
て、自らの夢や志を実現できる学校をめざします。

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 5 5 6 6

実績 6 6 6 6 6

3

外国語指導助手の配置人数（人） 7 7

平成26年度
取組状況

・業務委託および市直接雇用で６名のＡＬＴを確保し、小中学校における英語科・外国語活動の充実を図った。
・小中連携の観点から、外国語活動及び英語科における相互授業参観や教員研修などの充実を図った。
・小学校においては、1～４年生に対する外国語活動や夏期休業中の英会話教室のを実施を推進を図った。
・幼稚園・幼児園や公民館活動へのＡＬＴの派遣を行い、幅広い外国語教育の展開を具現化した。

課題と
今後の取組

・平成30年度の小学校外国語活動の教科化を見通して、小学校教員の外国語活動における指導力の
向上を図るための研修を充実させる。
・幼稚園・幼児園におけるＡＬＴの派遣に大変効果があったため、さらに配置時数を増やすなど拡大す
る。
・英語を日常的に使うような意識付けを行うため、社会教育施設での国際理解教育の充実を図る。

・北条・下里・九会小学校　教育用
パソコン更新

　新学習指導要領に対応できる普通教室のICT環境整備が遅れているため、パソコン教室更新にあわ
せて稼働率の低い設備を見直し、日常的に活用できる機器等を整備していく。

課題と
今後の取組

平成26年度
取組状況

北条・下里・九会小学校で、パソコン計１２７台及びサーバ計３台を更新し、タブレット端末４５台（※H２５
事業の北条東小学校に対する追加５台を含む）を導入し、計８０室で無線LAN環境を整えた（５年リー
ス）。

・富田・賀茂・富合・宇仁・西在田
小学校　教育用パソコン更新
・加西特別支援学校　教育用パソ
コン更新

担当課 進捗状況

教育総務課 ②

基本計画 今後の方針

A

小中教員の連携、外国人語学指導助手の増員により、小中学
校の外国語教育を充実します。

学校教育課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27

・日吉・泉小学校　教育用パソコン
更新

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

情報端末の整備により、子どもたちの情報活用力を向上させま
す。

H28

②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

・外国人語学指導助手配置事業
・児童生徒対象英会話教室実施
事業

・外国人語学指導助手配置事業
・小学校6年間における外国語活
動実施事業
・幼稚園・幼児園および社会教育
分野への外国人語学指導助手配
置事業

左同

総合計画目標値

Ａ

数値指標
目標数値

10年後（H32）5年後（H27)
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施策
番号

5

到達目標施策名

特色ある教育
次世代を担う子どもたちが連続する義務教育の９年間を通し
て、自らの夢や志を実現できる学校をめざします。

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 6 7 8 8

実績 8 6 7 8 8

5

課題と
今後の取組

加西特別支援学校のセンター的機能の活用やコーディネーターを中心とする研修会の実施によって、
市内の全ての学校における特別な支援の必要な児童生徒に対する適正な教育がなされている。しか
し、近年の課題としては通常学級に在籍する支援の必要な児童生徒数の増加により、個に応じた支援
体制の整備、全ての教師の発達障がいに対する専門性の向上を図る取組を実践していきたい。

個々の能力に応じた特別支援教育の充実を図ります。 学校教育課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

コーディネーター研修会を1回と、特別支援教育担当者とコーディネーターとの合同研修会を1回、さら
に2月には幼保園のコーディネーターも参加してのネットワーク会議を含めて3回の研修会を行った。イ
ンクルーシブ教育システム構築に向けた特別支援教育の流れを加西市でも実践していくための貴重な
研修の場となった。

・特別支援教育コーディネーター
部会（5月）
・特別支援教育担当者及び特別
支援教育コーディネーター合同研
修会(8月）
・特別支援教育コーディネーター
ネットワーク会議(2月）

・特別支援教育コーディネーター
部会（6月）
・特別支援教育担当者及び特別
支援教育コーディネーター合同研
修会(8月）
・特別支援教育コーディネーター
ネットワーク会議(2月）

・同左 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

小学校では、県教委事業によるカリキュラム整備や地域人材の確保などが充実し、成果を上げている。
中学校においては、理科を中心とした教科学習の範疇、とりわけ知識教授型の環境教育にとどまって
いる。教科学習における目標をふまえつつ校区の実態や特色を鑑みたカリキュラムづくりを行うことに
よって、中学生にとってより効果的な体験的環境学習のあり方やふるさとを愛する心の育成について推
進する。

小中学校での体験型環境教育の
年間時間数（時間／校）

10 10

数値指標
目標数値

平成26年度
取組状況

校区の特色を生かした里山体験、昆虫や希少生物の観察等の活動を通して、生命の尊さや自然の不
思議・すばらしさ、地域の人々とのふれあいについて体験学習が実施された。本事業を通して、身近な
自然環境について考え、みずから生命尊重や環境保全等に働きかける子どもたちの意識の向上を図
ることができた。

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

・環境体験学習事業 ・同左 ・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

加西の風土、文化、自然を活かした環境教育カリキュラムを実
施します。

学校教育課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

5

到達目標施策名

特色ある教育
次世代を担う子どもたちが連続する義務教育の９年間を通し
て、自らの夢や志を実現できる学校をめざします。

6

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 10 12 12 12

実績 10 10 17 17 19

課題と
今後の取組

先駆的な取組みを取り入れた研修の実施

総合教育センターにおける研究講
座数（講座）

15 20

平成26年度
取組状況

・小中連携教育推進委員会の実施
・教職員研修講座の充実（生徒指導・環境教育・音楽・特別支援・学力向上など）

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・小中連携教育推進委員会の開
催
・小中合同研修講座の開催
・小中連携教育策定委員会の開
催

・小中連携教育推進委員会の開
催
・小中合同研修講座の開催

・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

総合教育センターを活用し、校種間連携強化や一貫教育に向
けた研修を充実します。

総合教育セン
ター ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

6

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 58 68 72 88

実績 58 70 74 83 89

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 0 40 40

実績 0 0 0 0 0

小学校１年生から中学校３年生までの連続性を意識した学校
整備を行い、安心して学べる緑豊かな教育環境をめざします。

到達目標施策名

安全安心で潤いのある学校

総合計画目標値

H27 H28

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

100

平成28年度までに小中学校の全ての旧耐震施設の耐震化を完了させるとともに、避難所としての機能
回復や教育環境改善に努める。（実質耐震化完了年度は平成27年度となる。）

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

Ａ

数値指標
目標数値

10年後（H32）5年後（H27)

・富田小学校南校舎地震改築工事Ⅰ期
・富田小学校南校舎地震改築工事Ⅱ期
・西在田小学校地震改築工事Ⅰ期

・西在田小学校地震改築工事Ⅱ期
　（解体工事のみ）

②

スケジュール
達成度

教育総務課 ②鉄筋コンクリート、鉄骨造校舎で耐震性の低い施設から耐震補
強工事を行い、改修工事も同時施工します。

H26

課題と
今後の取組

実施スケジュール

・西在田小学校地震改築工事Ⅱ期
　（解体工事のみ）

H28

平成26年度
取組状況

・九会小学校南校舎耐震補強工事
・富合小学校北校舎耐震補強工事
・善防中学校体育館耐震補強工事

・賀茂小学校校舎耐震補強工事
・下里小学校北校舎耐震補強工事
・九会小学校北校舎耐震補強工事
・西在田小学校地震改築工事Ⅰ期

H27

数値指標
目標数値

九会小学校南校舎、富合小学校北校舎及び善防中学校体育館の耐震補強工事を予定通り完成する
ことができた。

Ａ

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

学校耐震化率（鉄筋コンクリート・
鉄骨造）（％）

90

平成28年度までに小中学校の全ての旧耐震施設の耐震化を完了させるとともに、避難所としての機能
回復や教育環境改善に努める。（実質耐震化完了年度は平成27年度となる。）

課題と
今後の取組

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

木造校舎の耐震診断結果を踏まえ、早期に耐震化工事を行い
ます。

教育総務課 ② ②

平成26年度
取組状況

富田小学校南校舎地震改築工事により、旧木造南校舎をＲＣ造新校舎に改築する工事に予定通り着
手し、平成27年度に完成する予定である。
注）宇仁小学校、富田小学校において、木造校舎を鉄筋コンクリート造校舎に建替済、又は建替中であ
るため、木造の耐震化率は0％のままであるが、予定通り耐震化事業は進捗している。

学校耐震化率（木造）（％） 100 100
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施策
番号

6
小学校１年生から中学校３年生までの連続性を意識した学校
整備を行い、安心して学べる緑豊かな教育環境をめざします。

到達目標施策名

安全安心で潤いのある学校

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 25 25 50

実績 10 25 25 137 137

4

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

学校施設における太陽光発電量
(kW)

80

緑化整備や太陽光発電、雨水活用、自然採光等の省エネ化を
推進します。

教育総務課 ② ②

進捗状況

平成26年度
取組状況

平成26年度の太陽光発電設備導入の事業実績は無く、平成27年度に2校設置予定である。

目標数値

スケジュール
達成度

100

Ａ

数値指標

H27 H28

基本計画

学校整備計画に応じた給食調理場を整備し、全中学校給食を
実施します。

基本計画 担当課 進捗状況

今後の方針

実施スケジュール

今後の方針

太陽光発電設備の未導入校である富田小学校と西在田小学校については、改築工事と併せて設置予
定であり、平成27年度に導入する計画としている。

・富田小太陽光発電設備工事（10
ｋｗ）
・西在田小太陽光発電設備工事
（25ｋｗ）

H26

教育総務課 ③ ①

担当課

平成26年度
取組状況

課題と
今後の取組

Ａ

新給食センターが平成25年12月に完成し、平成26年1月から稼働しており、全中学校給食が完全実施
した。
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施策
番号

6
小学校１年生から中学校３年生までの連続性を意識した学校
整備を行い、安心して学べる緑豊かな教育環境をめざします。

到達目標施策名

安全安心で潤いのある学校

5

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

住民参画による小中学校再編についての話合いを行います。 人口増政策課 ③ ③

平成26年度
取組状況

平成23年７月22日に学校あり方検討委員会より、市長へ答申があった。当委員会は平成22年８月23日
に市長が市内小中学校のあり方について諮問を受け、答申書としてまとめたため報告をした。加西市と
してこの答申を尊重のうえ、教育委員会の判断・独自性を十分考慮して対応するものとした。

課題と
今後の取組

加西市内に11小学校と４中学校があるなか、確かな学力を培い生きる力を育むことができる教育を行っ
ていくことができるよう、教育制度、学校の適正規模、施設整備等について、適切かつ着実に必要な施
策を実施していく。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

Ａ
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施策
番号

7

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 300 330 350 350

実績 380 300 320 350 350

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 11 11 11 11

実績 11 11 11 11 11

②

平成26年度
取組状況

・加西学校づくり応援事業
・環境体験事業

H26

・加西学校づくり応援事業
・環境体験事業

H27

数値指標
目標数値

市内の小中特別支援学校の教育活動全般において、地域の多くの方々にゲストティーチャーとしてご
支援・協力していただき「生きる力」の育成、さらにふるさと加西の良さを再発見する「ふるさと意識」の
醸成をするうえで、大きな効果を発揮した。各校が校区内に在住しているゲストティーチャーとして招聘
できる人材を発掘し、各教科や総合的な学習の時間などの年間計画に位置づけ、計画的な取組を実
施した。

A

420

・学校支援地域本部事業
・スクールガード事業

・同左 ・同左 Ａ

H26

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H27 H28

小中学校に地域の住民が立ち寄れる広場を設けます。
総合教育セン
ター ② ②

担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

現在ワッショイスクール事業を実施している１１小学校すべてにおいて、メンバーの部屋が設置され交
流の場としての機能を果たしている。それらは、地域住民が集い、交流を深める有効な場となっている。

課題と
今後の取組

校舎の耐震工事・新築に伴い、コミュニティールームの設置が計画されており、地域との交流が期待さ
れるが、学校において地域住民にどのように周知するのかが当面の課題である。

基本計画 担当課 進捗状況

ゲストティーチャーの実人数（人） 400

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28

学校教育課

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②ゲストティーチャー等の活用により地域全体で学校教育を支援
する体制を整備します。

数値指標
目標数値

10年後（H32）

校内交流広場設置数（校） 16 16

到達目標施策名

地域に開かれた学校づくり

総合計画目標値
5年後（H27)

学校が家庭や地域との連携を強化し、子どもたちとの活動や
体験の場を共有できる開かれた学校づくりをめざします。

特に、学校として希望する内容を指導できる人材の確保は難しい。また、多くの内容では天候等で日程
を再調整しなければならない状況が出来やすく、人材を発掘できても活用するまでには至らないことも
ある。今後は、人材の確保と市内での情報共有によって、有効な活用方法を見いだしたい。
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施策
番号

7

到達目標施策名

地域に開かれた学校づくり
学校が家庭や地域との連携を強化し、子どもたちとの活動や
体験の場を共有できる開かれた学校づくりをめざします。

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 4,500 4,600 4,700 4700 4,700

実績 4,700 4,500 4,500 4,600 4,700 4,600

B

数値指標
目標数値

・学校評議員委嘱 ・同左 ・同左

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

各校とも年間に数日は週休日の参観や行事等を実施しているが、勤務の関係から参加が難しい保護
者もいる。
今後は、公開する日を多く設定するなど、より多くの方に参加してもらえる方法を検討したい。ただし、子
どもの数の減少により、参加者の延べ人数の増加は厳しい状況にある。

課題と
今後の取組

学校評議員制度やオープンスクール、学校評価の公表等を通
して地域に信頼される学校づくりを推進します。

学校教育課

平成26年度
取組状況

各学校において、オープンスクールや学校行事等の機会を活用し、児童生徒の学習・生活の様子を公
開した。その際には、少しでも多くの方に来校してもらえるように、各校のホームページや学校だより、
地域の会議等においても積極的な広報活動を行った。また、オープンスクール等では、アンケートを実
施したり、直接参加者に感想を聞くなどし、さらに、各校学校評議員会や学校関係者評価委員会を開催
し、PDCAサイクルによる学校改善を図った。

オープンスクール参加者数（人） 4,800 4,800

実施スケジュール

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

② ②

スケジュール
達成度H26 H27 H28
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施策
番号

8

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 2 2 2

実績 0 0 1 1 1

2

様々な形態、様々な世代の住民が、農作物の栽培、収穫、加
工、販売等に携わり、加西の農業が裾野の広い一大産業とし
て盛んに営まれるまちをめざします。

到達目標施策名

裾野の広い農業の育成

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画 担当課 進捗状況

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28

農政課

生産者自ら加工を行うには、労力や人手など課題が多いため、今後は農商工連携も含めた広がりを推
進する。

課題と
今後の取組

実施スケジュール スケジュール
達成度

平成26年度
取組状況

６次産業化に取り組もうとする営農組合の加工所及び集落の直売所（あずまや）設置を支援。加工所は
H27中に完成予定。直売所は完成済。連絡調整会議は未開催。

H27

3

課題と
今後の取組

より広く、多くの方に参加していただける研修を検討する必要がある。

生産・加工・販売の一体的な６次産業化に向け、起業者への支
援を行います。

農政課 ② ③

担当課 進捗状況基本計画 今後の方針

H28

・6次化産業化のＰＲ、6次産業化
起業者の発掘
・6次化産業化に向けた連絡調整
会議の開催

・同左 ・同左 Ｂ

H26

「かさい農業塾」の開催回数（回） 2

神戸大学、農業大学校、加西農業改良普及センター、播磨農
業高校等の学術研究機関と連携し、新規就農希望者、認定農
業者等を対象とした公開講座を開催します。

平成26年度
取組状況

・加西農業塾2回

H26

・同左

H27

数値指標
目標数値

　加西農業改良普及センターのぶどう先進地視察研修会に加西農業塾として参画。加西市から7名の
若手ぶどう農家が参加し、ぶどうの本場である岡山県高梁市でブランドぶどうの取り組みを視察した。

Ｂ
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施策
番号

8
様々な形態、様々な世代の住民が、農作物の栽培、収穫、加
工、販売等に携わり、加西の農業が裾野の広い一大産業とし
て盛んに営まれるまちをめざします。

到達目標施策名

裾野の広い農業の育成

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 4 4 5 5

実績 4 4 4 4 4

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 3 4 4 4

実績 1 2 4 5 7

課題と
今後の取組

これまでの経験を活かして、より適切なアドバイスを行っていくとともに、他の営農組織の経営支援にも
繋げる。

農業法人数（法人） 4 7

平成26年度
取組状況

河内営農組合、別府東営農組合（以上H26登記）、西横田営農組合（H27登記）の法人設立支援を行う
とともに、過去に法人化した営農組合に対して機械購入補助を行った。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・法人化をめざす営農組合の支援
・集落営農に対する機械導入補
助

・同左 ・同左 Ｓ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

施設設置後の会員募集及び増加が課題であり、観光や就農と連携した取り組みを検討する必要があ
る。

課題と
今後の取組

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27

新規就農や地域雇用の受け皿となる農業法人の設立と参入を
推進します。

農政課 ② ①

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

市民農園数（園） 6 8

平成26年度
取組状況

西笠原営農組合による市民農園開設に向け、計画策定及び補助手続きの支援を行った。

Ｂ

数値指標
目標数値

・市民農園開設の情報提供 ・同左 ・同左

地元関係団体と協力しながら、新規就農希望者や市民農園利
用者に対し、技術指導や農地の斡旋ができる制度を構築しま
す。

農政課 ②

H28
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施策
番号

8
様々な形態、様々な世代の住民が、農作物の栽培、収穫、加
工、販売等に携わり、加西の農業が裾野の広い一大産業とし
て盛んに営まれるまちをめざします。

到達目標施策名

裾野の広い農業の育成

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 243 246 248 250

実績 241 388 420 460 529

6

平成26年度
取組状況

・国の施策により、従来の「農地・水保全管理支払交付金」から「多面的機能支払交付金」への移行
　農地維持支払109組織、資源向上支払（共同）108組織、資源向上支払（長寿命化）107組織
・農地維持支払は農振農用地以外の農用地も交付対象になった。
・平成26年度から、新たに5年間の活動がスタートし、年度末に履行確認、実施状況報告書を点検・受
理した。

課題と
今後の取組

継続して活動組織の指導、審査等を行う。

・地域共同で行う、多面的機能を
支える活動や、地域資源の質的
向上を図る活動を支援

・同左 ・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

中間管理事業の開始によって個人経営の担い手への集積が進みにくい状況になっているため、その課
題解決を図りながら引き続き集積を進めていく。

多様な農家が共存し、安心して住み暮らせる共同体による農
村環境を整備します。

農政課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

農用地利用権設定面積（ha） 253 265

平成26年度
取組状況

人・農地プランの策定及び中間管理事業を推進し、農地の利用集積が進んだ。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・認定農業者、法人化した営農組
合、農業参入企業による利用集
積の加速を図る。

・同左 ・同左 Ｓ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

認定農業者や農業法人への農地の利用集積を支援し、補助
制度を充実します。

農政課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

9

1

2
加西産野菜の学校給食への提供等、地産地消事業を推進しま
す。

農政課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度

平成26年度
取組状況

加西産農産物を学校給食に使用するため、ＪＡと食材調達、配送委託及び食材差額補填を行った。

平成26年度
取組状況

・新たな特産品（加西ブランド）の
開発支援を行う。

基本計画

課題と
今後の取組

・同左

加西ブランド協議会によって、加西産農産物を使った高級カレー「加西香醸カリー」を企画開発した。
「加西の酒で乾杯を推進する条例」の制定に伴い、加西の酒のＰＲを行った。

Ａ

これまでの取り組みに加え、加西産農産物の利用促進ならびに市内飲食店の活性化を目的として店舗
オリジナルカレーを広げる。

担当課 進捗状況 今後の方針

・同左

農政課
ぶどう、米粉等の加工や加西産野菜を食材利用する事業者を
支援します。

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

課題と
今後の取組

給食への供給量を確保するため、主要食材の栽培推進を行う。

H26 H27 H28

到達目標施策名

地域資源を活用した産業振興
農産物や技術力等の多様な資源を活かした「加西ならでは」の
産業が発展し、元気印の企業や商店、農業従事者がヒト･モノ･
カネの循環を活性化させる加西ブランドをめざします。

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

Ａ

H26 H27 H28
・教育委員会、ＪＡ等生産者との調
整
・加西産農産物の生産者との連
携による地産地消の取り組み

・同左
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施策
番号

9

到達目標施策名

地域資源を活用した産業振興
農産物や技術力等の多様な資源を活かした「加西ならでは」の
産業が発展し、元気印の企業や商店、農業従事者がヒト･モノ･
カネの循環を活性化させる加西ブランドをめざします。

3

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 29 31 33 35

実績 27 27 27 32 32

担当課 進捗状況

平成26年度
取組状況

・商工会議所と連携を図り、商工業の振興と地域経済の活性化を目指して、各種ビジネス講座を開講し
た。
　モノづくり実践力強化セミナー（「加工・組立作業の品質『ばらつき』改善」）、ＩＳＯ9001・14001　2015年
規格改正セミナー、国・県・市の支援制度紹介セミナー
　創業支援（「かさい1DＡＹ創業塾」）、経営革新計画（「かさい商人塾」）

Ａ

・モノづくりセミナー等
・国・県・市の支援制度紹介セミナー
等
・補助金申請手続き等
・創業支援セミナー

・地域ビジネスのあり方、またその
必要性について検討し、セミナー
等を開催する。
・創業塾

・同左

H28

今後の方針

地域ビジネス講座を拡充します。 産業振興課 ②

・セミナー等の対象者を拡げるよう努めていきたい。特に産業力強化法に基づく創業支援事業計画を策
定し、創業者及び創業希望者に対する「創業塾」に力点をおき、潜在的なニーズの発掘を行う。
・補助金や助成金等の活用方法及び申請方法等について、周知徹底できるようなセミナーの開講。
　「経営計画作成支援セミナー」等

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27

②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

加西産品の情報発信、サービスエリアからの誘導、直売所や
スーパーにおける販売を促進し、加西まるごと市場を進めま
す。

文化・観光・ス
ポーツ課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・各物産展への積極的参加
・北播磨おいしんぼ館の取扱商品数
増加
・ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ直売所開設（月1回）

・同左 ・同左 Ｂ

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

加西産品の販売店舗数（店） 35 45

平成26年度
取組状況

市内外で開催される物産展に積極的に参加し、加西の特産品をPRした。特に神戸元町商店街にある
北播磨おいしんぼ館や、イオンモール加西北条、加西サービスエリアと連携して物産展を開催した。

課題と
今後の取組

今ある特産品の掘り起しおよび新しい特産品の創造。
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施策
番号

9

到達目標施策名

地域資源を活用した産業振興
農産物や技術力等の多様な資源を活かした「加西ならでは」の
産業が発展し、元気印の企業や商店、農業従事者がヒト･モノ･
カネの循環を活性化させる加西ブランドをめざします。

5

H19 H22 H23 H24 H25 H26

目標 - - 503 503 503

実績 493 - - 699 - -

6

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 - 2,558 2,568 2,573 2,400 2,400

実績 2,042 2,238 2,325 2,373

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

ポイントカード事業、ネットモール運営事業を支援します。 産業振興課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・ポイントカード事業、住宅リフォーム助成
事業、プレミアム付市内商品券事業、ネッ
トショップ事業

・同左 ・同左 Ａ

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

卸売業小売業年間販売額（億円） 700 700

平成26年度
取組状況

ポイントカードや市内共通商品券の発行だけでなく、ネットショップ事業にも活動範囲を広げることで、参
加店が新しい商圏や販路の拡大、24時間受注できることによる売り上げの増加を目指し取り組んだ。

課題と
今後の取組

ネットショップ事業について、参加店を増加させると同時に、住民の方々に対しても周知徹底を図りた
い。また、それにともない、実店舗の活性化につなげていきたい。
特に平成27年度は、高プレミアムの商品券発行及び商店街買い物ポイント事業を展開し、市内商工業
の活性化を図り、個人消費意欲喚起を目指す。

中小企業事業資金融資制度の見直しと充実を行います。 産業振興課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

製造品出荷額（億円） 2,588 2,638

平成26年度
取組状況

中小企業制度融資について、中小企業支援対策として市が0.4％を利子補給した。また信用保証協会
保証料の20％を市が負担した。

課題と
今後の取組

制度融資に対する各市町の取り組み状況をまとめ、制度のあり方について研究していく必要がある。ま
た各金融機関のプロパー融資や兵庫県の制度融資などとの棲み分けをした上で見直し等について検
討していきたい。

・中小企業事業資金融資制度
・保証料負担
・利子補給

・同左 ・同左 A

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）
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施策
番号

9

到達目標施策名

地域資源を活用した産業振興
農産物や技術力等の多様な資源を活かした「加西ならでは」の
産業が発展し、元気印の企業や商店、農業従事者がヒト･モノ･
カネの循環を活性化させる加西ブランドをめざします。

7

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 1,833 1,841 1,800 1,800 1,800 1,800

実績 1,718 1,670 1,576 1,742 1,792

8

平成26年度
取組状況

宿泊施設の誘致については、用地の問題、開発事業者、地域のニーズ等を総合的に把握の上、既存
宿泊施設との関係を含めて、誘致の可能性を検討していく。

課題と
今後の取組

ホテル誘致を推進していくため、民間事業者の活力とノウハウを活用し、誘致に向けた必要な協議や協
力を積極的に行う。

・企業意向調査 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

候補地の条件等を精査し絞り込みを行う。

宿泊施設の充実とホテルの誘致を推進します。 人口増政策課 ② ③

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

市内総生産（名目）（億円） 1,931 1,980

平成26年度
取組状況

候補地5箇所について調査を行った。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・候補地調査 ・同左 ・同左 Ｂ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

地元企業も進出しやすい新規産業団地を整備します。
ふるさと創造
部 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

10

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 73 73 74 74

実績 - 73 72 71 70 72

2

・小学生の親子を対象に夏休み産業観光ツアーを開催し、子どもたちに「市内のモノづくり優良企業」へ
の興味や関心を高めてもらい、将来の加西への定住促進を図った。
・ふるさとハローワークを運営し、市民の就職の促進と生活の安定を図った。また、就労支援員による
相談を実施した。
・利用者と就職件数の増加を目指して、定期的に就職支援セミナーを開催した。

課題と
今後の取組

ふるさと就職支援事業については継続的に実施する。またふるさとハローワークについては、就職支援
セミナーを定期的に開催するなど、更なる施設の周知と利用者の増加を図りたい。

② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

若者の加西市残存定住率（％） 75

②産業振興課 ②新卒者等若者へ魅力ある市内企業就職情報を提供します。

・大学訪問
・日経就職ナビ
・合同就職面接会

H26

・同左

H27

数値指標

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28

目標数値

Ａ

75

老若男女問わず、加西に住みながら自分のやりたい仕事を選
び働く選択肢が多くあるまちをめざします。

到達目標施策名

加西に住んで働ける就労支援

H27

Ａ

今後の方針

基本計画 担当課 進捗状況

・理系大学のキャリアセンターを中心に訪問し、市内企業の魅力を市内出身者の学生に周知徹底する
と同時に合同就職説明会への参加を促した。また、学内の説明会等も積極的に参加していきたい。
・就職ポータルサイト登録企業数及び学生の登録者数、エントリー者数を増加させるよう努めていくこ
と。

基本計画

今後の方針

平成26年度
取組状況

課題と
今後の取組

平成26年度
取組状況

兵庫県、大阪府、京都府の市内出身者の多い13大学を訪問し、Ｕターン、Ｉターンの推進に努めた。ま
た、加西市雇用開発協議会、ハローワーク西脇と連携を図り、合同就職面接会を開催した。
加西市雇用開発福祉協議会と連携を図り、就職ポータルサイト（日経就職ナビ）に市内の企業情報や
採用情報を掲載した。また企業情報の発信だけでなく、学生からのエントリーができるようにした。

H28

・ふるさと就職支援事業
・ふるさとハローワーク運営
・就職支援セミナーの実施

・同左 ・同左

担当課 進捗状況

働きたい仕事が見つかるよう求人情報を整理し情報量や提供
範囲を広げて利用機会を高めます。

産業振興課
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施策
番号

10
老若男女問わず、加西に住みながら自分のやりたい仕事を選
び働く選択肢が多くあるまちをめざします。

到達目標施策名

加西に住んで働ける就労支援

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 31 32 33 34

実績 - 30 - 37 31 37

4

課題と
今後の取組

求職者に対する就職支援セミナーを定期開催していく。また、関係機関との連携を強化し、女性や社会
的弱者に対する支援の充実を図る。さらに、子育てママ就職支援支援補助制度の周知徹底を図る。

平成26年度
取組状況

・就職支援セミナーの定期開催
・ふるさとハローワーク担当者会
の活用

ふるさとハローワークの利用者の増加を目指し、求職者に対する就職支援セミナーを定期開催した。ま
た、関係機関との連携により、女性や社会的弱者に対する相談体制を構築した。さらに、出産や子育て
のために就業していない女性が就職のために受講する講座の経費の一部を助成する子育てママ就職
支援補助制度を創設した。

・同左 ・同左 A

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

産業（工業）団地を含む市内企業を対象に雇用アンケート調査を行い、若年者の新規雇用の状況及び
就業形態、労働者の居住地域などの分析を行った。また県土地開発公社や商工会議所、各産業（工
業）団地連絡協議会と連携を図った

・同左

市内企業における住民就労率
（％）

目標数値

・新規採用等雇用現況調査
・各産業（工業）団地連絡協議会への
参加
・商工会議所と連携し、若者が働きた
くなるような産業創出を検討

40

Ａ

数値指標

ハローワークとの連携を強化し、再就職をめざす女性に情報提
供や再就職講座を実施します。

産業振興課 ② ②

今後の方針

アンケートの調査結果を分析し、新たな定住促進施策を立案していく必要がある。また、施策立案に当
たっては、産業（工業）団地連絡協議会と連携を図り、様々なニーズ調査等を行う必要がある。

課題と
今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況

35

・同左

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

H27 H28
実施スケジュール スケジュール

達成度

若者が働きたくなる産業の創出、誘致を推進します。 産業振興課 ② ②

担当課 進捗状況 今後の方針

H26
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施策
番号

11

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 6 12 18 24

実績 - 0 2 10 8 8

目標 2 4 6 8

実績 - 5 1 2 3 3

到達目標施策名

加西らしい観光サービス

30

実施スケジュール

今後の方針

60

市域の歴史遺産を文化財サポーターや地域住民とともに調査を実施し、成果公表により歴史遺産の再
認識促進と新たな観光資源化をめざす取り組みである。今後もサポーター活動の支援など取組内容は
継続するが、活動PRや成果公表機会を増やすことにより、登録者数の増を図る。

5年後（H27) 10年後（H32）

文化財サポーター登録者数（人）

・同左

H27

B

②

スケジュール
達成度H28

生涯学習課 ②文化財サポーターや地域文化財を継承する活動を支援しま
す。

H26

住民によって受け継がれた地域資源を、誇りを持って来訪者に
案内することで地域への愛着や誇りが生まれる加西らしい観
光サービスの提供をめざします。

基本計画

課題と
今後の取組

文化財の新規指定・登録件数
（件）

10 15

平成26年度
取組状況

文化財サポーターは、石仏調査と播磨国風土記1300事業に合わせた特別展示参画等の活動を実施し
た。
歴史文化遺産調査は神戸大学、野上町文化財保存会、市教委との共同調査により野上町歴史遺産の
調査を実施した野上町歴史遺産ガイドブック『野上町のむかしと今』を作成した。

担当課 進捗状況

総合計画目標値

・同左

数値指標
目標数値

・文化財サポーター活動と特別展
示開催
・歴史文化遺産調査
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施策
番号

11

到達目標施策名

加西らしい観光サービス
住民によって受け継がれた地域資源を、誇りを持って来訪者に
案内することで地域への愛着や誇りが生まれる加西らしい観
光サービスの提供をめざします。

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 1,500 1,600 1,700 1,850

実績 1,450 1,500 1,600 1,700 1,850

3

課題と
今後の取組

③ ①

実施スケジュール

今後は「加西喝采ブランド事業」の創設が課題。

平成26年度
取組状況

平成24年度に加西市観光推進基本計画を策定。その計画に基づき、５年間重点プロジェクトを中心に
施策をすすめる。平成26年度は「観光まちづくり協会の組織強化」として、事務局長と局員２名の計３名
体制を確立した。

Ａ

Ａ

数値指標
目標数値

10年後（H32）

・播磨国風土記1300年ウォークｉｎ
加西
・加西市観光促進支援事業補助
金制度の創設

・同左 ・同左

産業ツーリズムやエコツーリズムといったテーマやイメージカ
ラーで地域資源をつなげる観光ツアーを企画し、市内外に加西
の魅力を情報発信します。

基本計画

文化・観光・ス
ポーツ課 ②

進捗状況 今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27)

H27 H28

担当課

②

基本計画 今後の方針

・「観光まちづくり協会」の組織強
化

・「観光まちづくり協会」の組織強
化
・「加西ブランド」の創設

・同左

特色ある観光サービスを推進するための戦略や仕組みづくり
を行うため、住民との協働により観光基本計画を策定します。

文化・観光・ス
ポーツ課

スケジュール
達成度H26 H27 H28

担当課 進捗状況

平成26年度
取組状況

・平成26年９月より、「加西市滞在型バスツアー助成金制度」を策定。バス借用費用高騰に伴い、市内
観光地３ヵ所以上を巡り、またボランティアガイドを利用した場合、バスチャーター費用の１／２（上限５
万円）を助成。
・神戸電鉄やボランティアガイドと連携して、ハイキングを年20回実施。

課題と
今後の取組

・「加西市滞在型バスツアー助成金制度」の拡充とともに、加西市の新たな魅力を発見、発信するため
に観光協会が主催するツアーを企画、実施する取組みを行いたい。

スケジュール
達成度H26

観光まちづくり協会と連携する観
光ツアーの参加者数（人）

2,000 5,000

実施スケジュール
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施策
番号

12

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 3 0

実績 0 0 0 0 0

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 0 0 0

実績 0 0 0 0 0

保留地販売面積が14660㎡と大きく住宅戸数にすると80戸超となり完売には日数が必要。
今後の取組として住宅メーカー及び不動産業界に広く広告活動をし、販売促進に努める。

西高室地区区画整理事業により
整備された住宅戸数（戸）

0 50

2

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

担当課 進捗状況 今後の方針

住宅供給会社等と連携し、土地区画整理事業済み地内の住宅
化を促進支援します。

都市計画課 ② ②

市中心部市有地の売却が1か所あったものの、宅地目的ではないため、開発に至らず。

市所有未利用地の住宅開発を促進するための周辺整備を行
います。

平成26年度
取組状況

H26

・北条町東南医師住宅解体
・消防署跡地の売却

市保有未利用地の住宅開発箇所
数（箇所）

1

スケジュール
達成度

実施スケジュール
H28H27

Ｂ

数値指標
目標数値

A

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

H27

・埋蔵文化財発掘調査
・造成工事
・測量業務

平成26年度
取組状況

区画整理事業に必要な測量業務、換地設計（仮換地）、事業計画変更業務及び埋蔵文化財発掘調査
を行った。
また、区画整理事業に支障がある建物の移転補償調査及び交渉を行い契約の締結に至った。

・造成工事
・測量業務

H28
・埋蔵文化財発掘調査
・移転補償調査及び交渉
・仮換地作業
・事業計画変更

課題と
今後の取組

大規模商業施設と歴史的街並みが共存する特性を活かして、
多くの人が買い物等に訪れ、そこに暮らす住民が歩いて暮らす
ことができる魅力ある中心市街地をめざします。

到達目標施策名

魅力ある中心市街地の形成

総合計画目標値
5年後（H27)

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画 担当課 進捗状況

管財課

売却に至らない消防署跡地については、問合せがあるものの、宅地目的の問合せはなく、宅地利用は
当面困難であると思われる、東南医師住宅跡について、隣地所有者が変わったことで開発の見込みが
あるようであれば、合わせて売却を図りたい。旧庁舎については、効果的な活用方法を検討したい。
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施策
番号

12
大規模商業施設と歴史的街並みが共存する特性を活かして、
多くの人が買い物等に訪れ、そこに暮らす住民が歩いて暮らす
ことができる魅力ある中心市街地をめざします。

到達目標施策名

魅力ある中心市街地の形成

3

4

H19 H20 H23 H24 H25 H26

目標 - - - 250 -

実績 244 - - - - -

担当課 進捗状況 今後の方針

景観形成地区内の建築行為等には、景観の形成等に関する条例に基づく届出の手続きが必要なこと
から、届出の手続きに合わせ、北条地区の歴史的まちなみ景観に配慮した、適切な指導・助言に努め
る。

課題と
今後の取組

②

基本計画

平成26年度
取組状況

景観形成に関する条例届出受付　　15件
景観形成支援事業修景助成金交付　0件

A
・地区及び制度のPR
・歴史的景観形成建築物修景助
成

・同左 ・同左

②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

北条地区（旧市街地）の街道筋で、歴史的な街並みを残してい
る区域について、地域住民と行政の協働で、県の景観形成地
区や文化財の指定を受け、規制、誘導方策によって旧市街地
の歴史的街並みを継承、保全します。

都市計画課

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

北条町駅周辺の中心市街地は、暮らしの機能を支える商業施
設の集積化を図ることで、暮らしの場の再生と、歩いて暮らせ
るまちづくりを進めます。

産業振興課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・店舗・オフィス立地補助
・空き店舗活用補助 ・同左 ・同左 A

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

市街化区域内の商業店舗立地件
数（店）

250 250

平成26年度
取組状況

アスティアかさいについては、管理会社である㈱加西北条都市開発と連携を図り、定期的なイベント等
の開催による集客力アップを図った。また、平成26年4月に新設した店舗及びオフィス立地促進、空き店
舗に対する補助制度の周知により商業店舗の立地を図った。

課題と
今後の取組

空き店舗補助制度及び店舗・オフィス立地補助制度について周知徹底を行う。特にアスティアかさいへ
の店舗誘致については、空き店舗補助金制度を営業の起爆剤として利用していく等の取り組みが必
要。また、加西商工会議所等の関係機関と連携し、創業者及び創業希望者に対する支援を行い新規
店舗立地を図る。
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施策
番号

12
大規模商業施設と歴史的街並みが共存する特性を活かして、
多くの人が買い物等に訪れ、そこに暮らす住民が歩いて暮らす
ことができる魅力ある中心市街地をめざします。

到達目標施策名

魅力ある中心市街地の形成

5

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

空き店舗情報の収集方法等について検討を行った。

・空き店舗補助
・空き店舗バンク要綱等の設置

・空き店舗補助
・空き店舗バンクの情報提供等

・同左 B

課題と
今後の取組

不動産事業者等と連携し、空き店舗情報の収集及び活用について具体的に検討していく。また、空き
店舗バンクの設置により物件情報を提供できるかどうかについて検討していく。

空き家、空き店舗情報の収集と登録データの発信により、希望
者に物件を紹介します。

産業振興課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28
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施策
番号

13

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 6 8 10 10

実績 3 0 0 0 0

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 0 0 3

実績 0 0 0 1 0

空き家バンク制度だけでは、定住は促進されない。お試し居住の制度も出来たが、今の宿泊補助では
効果が薄い。市が借り上げ、お試し住居の整備が必要。

課題と
今後の取組

平成26年度
取組状況

平成24年度から取り組んできました、特別指定区域制度を活用した市内全域の、地縁者の住宅区域の拡大等の
見直し手続きについて、平成26年度に達成できました。
また、新たに２地区で、目的型特別指定区域の指定を受けました。
特に旧下里小学校跡地については、県下で初めて「人口減少集落区域」として、目的型特別指定区域の地区指定を
受けた後、「ベルデしもさと」の造成工事を実施。全28区画の若者世帯が住みやすい未来志向型ニュータウンを完成させた。

課題と
今後の取組

市街化調整区域の建築制限緩和と併せて、空き家住宅の活用を促進し、定住促進による人口増を目
指す。

進捗状況 今後の方針

実施スケジュール

・新規居住者の住宅区域指定の
募集

H28

・地縁者の住宅区域の拡大等指
定　97地区
・地縁者の小規模事業所区域の
拡大等指定　26地区
・目的型特別指定区域の指定　2
地区
・旧下里小学校跡地の住宅団地
開発

・新規居住者の住宅区域指定の
募集
・旧下里小学校跡地の住宅地販
売

基本計画

スケジュール
達成度

県の特別指定区域制度における「新規居住者の住宅地域」の
地区指定を支援します。

都市計画課 ② ②

担当課

平成26年度
取組状況

・市内不動産会社との更なる連携
・「空き家バンク」HPの物件などの充
実
・田舎暮らし相談会等イベントでの情
報提供

空き家バンクによる定住件数（件） 10

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H26

・同左

H27

数値指標

Ｂ

30

空き家バンク制度の見直しが人口増ＰＴで議論され、制度の改正及びＨＰが新たに立ち上げた。

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②①

H28

目標数値

基本計画 担当課 進捗状況

ふるさと創造
課

住居と畑をセットにした滞在型施設として空き家や貸し農園を
活用し定住促進に結び付けます。

地縁者や新規居住者によって集落が維持され、次世代を担う
子どもの笑い声が聞こえるまちをめざします。

到達目標施策名

周辺地域の定住促進

数値指標
目標数値

A

H26

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

H27

新規居住者地区住宅戸数（戸） 5 10
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施策
番号

13
地縁者や新規居住者によって集落が維持され、次世代を担う
子どもの笑い声が聞こえるまちをめざします。

到達目標施策名

周辺地域の定住促進

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 10 13 15 18

実績 7 9 12 18 40

4

・同左

担当課 進捗状況 今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

若者向けの持ち家促進のための取り組みを推進します。 産業振興課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

特別指定区域制度等を利用した加西インターチェンジ周辺の
有効利用を進めます。

都市計画課 ② ②

課題と
今後の取組

若者世帯定住促進住宅補助制度及び新婚世帯向け家賃補助制度を活用し、若者世帯の流出を防ぐと
ともに、加西市への定住促進施策として、産業（工業）団地及び市外在住者等へ周知徹底していく。

基本計画

平成26年度
取組状況

新婚世帯向け家賃補助制度、若者世帯持家補助制度を継続実施した。持家補助制度については、土
地要件を撤廃する要綱改正を行った（若者定住促進住宅補助制度）。定住促進施策として、産業（工
業）団地及び市外在住者等へ制度の周知を図った。

加西市若者世帯持家促進補助制
度の受給者数（件）

20 30

A

数値指標
目標数値

・若者世帯定住促進補助制度
・新婚世帯向け家賃補助制度

・同左

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

新たに、地縁者の住宅区域の拡大指定を受けた。

・地縁者の住宅区域の拡大等区
域指定
・目的型特別指定区域の指定

・圃場整備が検討されていること
から、事業の進捗と、整合性に合
せた土地活用を図る。

・同左 A

課題と
今後の取組

都市計画マスタープランでは、加西インター周辺を、特別指定区域制度等の活用による、土地活用を支
援・誘導する土地活用促進地区に位置付けています。
圃場整備事業が検討されていることから、事業の整合性を図りながら、土地活用の推進に努める。
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施策
番号

13
地縁者や新規居住者によって集落が維持され、次世代を担う
子どもの笑い声が聞こえるまちをめざします。

到達目標施策名

周辺地域の定住促進

5

6

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

鶉野飛行場跡地周辺の有効活用を進めます。 人口増政策課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

・防衛局・財務局との払い下げ協議を継続実施。
・歴史と平和を継承するまち鶉野地区都市再生整備計画策定。

・国有財産払下げ協議
・都市再生整備計画策定、地元協
議

・払い下げ手続き、審議会対応 ・事業実施 Ａ

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

住民が住まい物件の情報を適切に得られるよう、不動産情報
の発信を充実させます。

都市計画課 ② ②

課題と
今後の取組

・払い下げについて、引続き防衛省及び財務省と協議し、公共随意契約に向けた事務手続きを進め
る。

課題と
今後の取組

市街化調整区域の建築制限の緩和と併せて、空き家住宅の活用を促進し、定住促進による人口増を
目指す。

・市ホームページや広報で、地縁
者の住宅区域や新規居住者の住
宅区域のPR
・市ホームページで定住促進まち
づくり活動助成金制度のPR

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・同左
・同左

A

平成26年度
取組状況

・市ホームページや広報で、地縁者の住宅区域や新規居住者の住宅区域のPRを行った。
・市ホームページで定住促進まちづくり活動助成金制度のPRを行った。
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施策
番号

14

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 13.0 14.0 15.0 19.0 20.0

実績 14.7 15.0 18.9 16.6 19.0 19.0

2

公共交通を利用することによって、誰もが行きたいところへ行け
るまちをめざします。

到達目標施策名

公共交通網の構築

Ａ

H26 H27

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画 担当課 進捗状況

H26

・地域公共交通総合連携計画に
基づく

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28H27

Ａ

人口増政策課

平成27年度4月の再編の周知と、利用促進の実施により、公共交通利用者の増加を目指し、高齢者等
移動制約者の足の確保に努めます。

コミュニティバスの再編と住民運営バス等の導入を進めます。

平成26年度
取組状況

・地域公共交通総合連携計画に
基づく
　コミバス再編検討（調査及び策
定）

H28

・バス対策費補助
・バスロケーションシステム導入補
助

・バス対策費補助
・総合時刻表の作成、配布

・バス対策費補助

コミバス等の利用者数（千人） 17.6

課題と
今後の取組

22.0

課題と
今後の取組

目標数値

担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

バス事業者に対し7系統に対しバス対策費補助を行った。【姫路駅前～社（奥猫尾・別府経由）、姫路駅
前～北条営業所（南山田経由）他】
バスロケーションシステム導入に対し補助を行った。

路線バスの利用促進のため、他の公共交通を含めた情報提供を実施する。

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

民間事業者が運行する広域的生活維持路線を維持します。 人口増政策課 ② ②

加西市公共交通活性化協議会において、公共交通網（コミバス）再編検討調査を実施し、再編方針を協
議しフラワーセンター線の新設など方針決定した。

数値指標
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施策
番号

14
公共交通を利用することによって、誰もが行きたいところへ行け
るまちをめざします。

到達目標施策名

公共交通網の構築

3

4

平成26年度
取組状況

泉バス停にパークアンドライド用の駐車場の新設
京阪神へらくらくおでかけルートナビによる情報提供の実施

課題と
今後の取組

阪神間への通勤通学の選択肢を増やすとともに、乗降・接続の利便性向上につとめる。

高速バスや路線バスの拡充による近隣市や阪神間等への通
勤・通学の利便性の向上を図ります。

人口増政策課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

・高速バス利用によるアクセスの
周知

・同左 ・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

人口増政策課 ②

公共交通の情報提供を定期的に行うことで周知を図る

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

②

平成26年度
取組状況

「京阪神へらくらくおでかけルートナビ」の作成、各戸配布

Ａ・市、各交通事業者のホームペー
ジで情報提供

・総合時刻表の作成
・市、各交通事業者のホームペー
ジで情報提供

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

時刻表や運行ルートのわかりやすい情報を提供します。
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施策
番号

14
公共交通を利用することによって、誰もが行きたいところへ行け
るまちをめざします。

到達目標施策名

公共交通網の構築

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 306 306 327 330 330

実績 306 307 323 342 342 358

6

平成26年度
取組状況

バス・鉄道事業者とアクセス向上について検討を実施

課題と
今後の取組

通勤通学需要の掘り起こしとバス・鉄道間の調整の上、実施可能な対策を具体的に検討する必要があ
る

・バス・鉄道事業者と検討 ・同左 ・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

安全輸送のため計画的に施設整備を実施するとともに、北条鉄道を地域の鉄道として認識されるよう継
続した取り組みを行う。

通勤通学圏の拡大を図るため、ＪＲ山陽本線等への接続向上
を図ります。

人口増政策課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

北条鉄道の利用者数（千人） 306 306

平成26年度
取組状況

・北条鉄道軌道安全輸送設備等整備費事業費補助（鉄道軌道安全輸送設備整備、施設安全対策事
業）
・北条鉄道播磨横田駅舎改築事業
・北条鉄道設備等整備費補助（車両関連設備整備、北条町駅増築等施設整備）

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・安全輸送設備整備事業補助
・老朽化対策整備事業補助
・駅整備事業補助

・同左 ・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

北条鉄道の経営支援と利用促進策を実施します。 人口増政策課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

15

1

2

誰もが地域の住環境について関心を高め合うことで、安心で快
適な生活ができるまちをめざします。

・史跡整備実施準備

到達目標施策名

住みよい住環境

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

H26

・指定管理者の活用により、適切
な公園管理に努める
・工事設計委託業務により、長寿
命化工事費を算出し、国費要望を
行う

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・指定管理者の活用により、適切
な公園管理に努める
・公園長寿命化工事の実施

H28H27

都市計画課

指定管理者を活用した適切な公園管理と、公園長寿命化計画の策定により、計画的な公園の保全に努
める。

都市公園等の計画的な管理と保全により活用を促進します。

平成26年度
取組状況

・指定管理者の活用により、適切な公
園管理に努める
・公園長寿命化計画に基づいた整備
を図るため、事業実施計画を策定す
る

課題と
今後の取組

史跡整備基本計画策定は、「播磨風土記1300年」「大型遊具」など新たな視点も含め、公園のあり方を
考慮して策定する必要がある。

・指定管理者を活用した適切な公園管理に努めた。
・施設の経年劣化に対処した修繕を適時実施した。

B

課題と
今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

実施スケジュール スケジュール
達成度

平成26年度
取組状況

史跡整備に必要な基礎資料を得るため、玉丘古墳主体部及び残存石棺の現況調査を実施した。

・史跡整備基本設計 B

H26 H27 H28

・史跡整備基本計画策定

玉丘古墳等、未整備な史跡を計画的に整備し、活用を図りま
す。

生涯学習課 ② ②
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施策
番号

15
誰もが地域の住環境について関心を高め合うことで、安心で快
適な生活ができるまちをめざします。

到達目標施策名

住みよい住環境

3

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 33,300 33,800 34,300 34,400

実績 32,808 33,261 33,544 33,628

平成26年度
取組状況

・ なし

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

課題と
今後の取組

・ 継続した予算措置が必要。今後も、全線歩道設置に向けて整備を進めていく

・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

歩道設置距離（ｍ） 34,500 36,100

課題と
今後の取組

・ 継続した予算措置が必要

スケジュール
達成度H26 H27 H28

国道372号や主要幹線道をはじめとする道路網を整備します。 土木課

Ａ

・西谷坂元線（歩道ＢＯＸ）
・小谷西谷線
・尾崎５号線
・玉丘常吉線
・都市計画２号線

・西谷坂元線
・尾崎５号線
・玉丘常吉線

・西谷坂元線
・玉丘常吉線

②②

基本計画

実施スケジュール

担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

・ 段下４号線 L=110m    ・ 小谷西谷線 L=100m    ・ 尾崎５号線 L=55m    ・ 笠原２号線 L=100m
・ 都染１号線 N=1式    ・ 西谷坂元線（歩道ＢＯＸ） N=1式    ・ 都市計画２号線他 L=330m

自転車歩行者道やガードレール等の安全施設の整備を行いま
す。

土木課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

・市道玉丘常吉線歩道設置 ・同左
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施策
番号

15
誰もが地域の住環境について関心を高め合うことで、安心で快
適な生活ができるまちをめざします。

到達目標施策名

住みよい住環境

5

6

平成26年度
取組状況

・ 河川パトロールを実施した。

課題と
今後の取組

・ 適正な河川の維持管理を行うため、定期的な河川パトロールを実施していく。

・佐谷川 ・適宜行っていく ・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

・ 社会資本整備総合交付金事業を活用し、中川原橋外15橋の補修設計を行った。

課題と
今後の取組

・ 今後も、計画的に継続して橋梁補修を行っていく。

河川の維持管理の強化と未改修河川を整備します。 土木課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

橋梁の点検を行い、長寿命化計画を作成して計画的な維持補
修を行います。

土木課 　② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

・牧谷口橋１橋の修繕を行った ・橋梁修繕（4ヶ所） ・橋梁修繕（2ヶ所） Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28
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施策
番号

15
誰もが地域の住環境について関心を高め合うことで、安心で快
適な生活ができるまちをめざします。

到達目標施策名

住みよい住環境

7

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標

実績

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

公共施設等に関するわかりやすい案内表示板等、ユニバーサ
ルデザインの導入を推進します。

土木課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・案内看板3基(加西工業団地内） ・予定なし ・同左 Ａ

課題と
今後の取組

・ 要望に応じて、適宜、設置の検討を行う。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

平成26年度
取組状況

・ 加西工業団地（朝妻町）において、案内看板を3基設置した。
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施策
番号

16

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 450 450 460 480

実績 426 457 431 471 458

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 522 527 532 540

実績 517 522 424 440 409

高齢者が身近な地域で学ぶ「かしの木学園」を開催し、講座を通じて生きがいと仲間づくりの支援を
行った。平成25年度から４館合同で閉講式を開催し、今年度は大幅に講座への参加率が向上した。
平成26年度から公民館主催講座として「生き活き元気塾」を全館で開催した。

B

高齢者講座受講者数（人） 500

数値指標
目標数値

スケジュール
達成度H27 H28

・シルバー人材センター運営補助 ・同左

担当課 進捗状況 今後の方針

シルバー人材センターとの事業連携を進め、福祉、家事援助、
農業支援等、高齢者の就業機会の開拓、拡充を支援します。

長寿介護課 ② ②

H28H27

・同左 B

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

平成26年度
取組状況

シルバー人材センターに対し、運営補助及びセンター事業の普及啓発。

課題と
今後の取組

事業拡大が進まない中、シルバー人材センター企画提案方式事業において育児支援・高齢者等に対
する家事援助サービス事業を開始し、事業拡大を図るとともに、会員数の増加につなげる。

シルバー人材センター会員数
（人）

550 600

520

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール

到達目標施策名

社会参加を通した生きがいづくり

総合計画目標値
5年後（H27)

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

すべての高齢者や障がい者が社会参加により生きがいを持っ
て暮らせるまちづくりをめざします。

基本計画 担当課 進捗状況

生涯学習課

引き続き、魅力ある講座の開催や情報提供を図るとともに、高齢者の知識や技能を活かし、社会参加
や地域貢献の一助となる講座を開催し、学習や仲間づくりに終始しない学級運営を目指す。

高齢者学級の充実等、定年退職世代の技能を役立てる情報
提供や就労講座を実施します。

平成26年度
取組状況

・高齢者学級・講座の充実

H26

・同左

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左
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施策
番号

16

到達目標施策名

社会参加を通した生きがいづくり
すべての高齢者や障がい者が社会参加により生きがいを持っ
て暮らせるまちづくりをめざします。

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 370 390 410 430

実績 350 300 376 354 408

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 430 435 440 445

実績 430 417 507 569 563

A

数値指標
目標数値

・介護予防リーダー養成講座
・介護予防体操指導者養成講座
の実施

・同左 ・同左

高齢者ボランティア数（人） 450 550

②

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

いろいろな養成講座等を受講された後、ボランティア登録されるが、実践になかなかつながっていない。
活動の場を考えていかなければならない。
老人クラブの自主的な活動の活性化とその支援の実施。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

老人クラブ活動等、高齢者自身が企画運営を進める事業を支
援します。

長寿介護課 ②

課題と
今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

障がい者の集いの場となるサロン事業等、障がい者団体の活
動活性化と支援を拡充します。

地域福祉課 ② ②

平成26年度
取組状況

加西市老人クラブ連合会、地域老人会等の場で体操を実施してもらうとともに、リーダー養成講座、体
操指導者養成講座への参加を呼び掛けた。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・障害者社会参加促進事業（サロ
ン事業）の実施

・同左 ・同左 Ａ

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

障がい者サロン参加者数（人） 450 500

平成26年度
取組状況

平成２５年度と同じ、計６団体が社会見学や料理教室、体操教室などを実施し障がい者理解の普及と
社会参加支援に取り組んだ。

課題と
今後の取組

参加団体が固定している傾向にあるため、障がい者福祉に取り組む新規の団体に参加を促し、より多く
の障がい者の社会参加と障がい者理解が進むように支援していく。
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施策
番号

16

到達目標施策名

社会参加を通した生きがいづくり
すべての高齢者や障がい者が社会参加により生きがいを持っ
て暮らせるまちづくりをめざします。

5

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

市役所内就労支援や障がい者雇用の拡充を図るための就労
フェア等、社会参画機会の拡大と環境づくりを進めます。

地域福祉課 ② ②

課題と
今後の取組

障害者雇用に不安を持つ企業に対して、一般就労の拡大や雇用継続を図る支援を行っていく。
就労支援事業所の連携を促し、情報交換や意見交換を行える仕組みづくりの支援。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

障害者就労支援員と連携し、窓口での就労支援のほか、特別支援学校や事業所と連携しての就労支
援、定着支援を行った。また、市役所内外における就業訓練事業による就労支援や庁内バザーの実施
を継続して行った。就労継続支援Ａ型事業所とＢ型事業所の設置の促進を行い、各１か所の事業所開
設に至った。

・企業や事業所への障害者雇用
の啓発、相談支援。
・就労継続支援Ａ型事業所の設置
促進。

・企業や事業所への障害者雇用
の啓発、相談支援。

・同左 Ａ
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施策
番号

17

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 15 20 25 26 28

実績

胃12.6
大腸22.4

肺28.2
子宮13.3

乳11.6

胃12.0
大腸23.2

肺31.0
子宮16.2

乳14.3

胃11.2
大腸24.8

肺30.7
子宮18.0

乳14.2

胃10.8
大腸23.7

肺30.2
子宮17.4

乳15.2

胃9.7
大腸23.7

肺29.8
子宮16.3

乳15.2

胃9.3
大腸23.4

肺29.6
子宮13.9

乳16.6

・がん検診無料ｸｰﾎﾟﾝ券発行と未利用者
への受診勧奨
・41歳がん検診ｱﾝｹｰﾄの実施
・母子健診で子宮頸がん健診ｱﾝｹｰﾄの実
施
・公民館・ＪＡでの乳がん検診実施
・集団大腸がん検診の実施
・子宮頸がん検診実施医療機関の拡大

H26

・がん検診無料ｸｰﾎﾟﾝ券発行と未利用者
への受診勧奨
・町ぐるみ健診で子宮頸がん検診ｱﾝｹｰﾄ
の実施
・土日の町ぐるみ健診で託児を実施
・公民館・ＪＡでの乳がん検診実施
・集団大腸がん検診の実施

数値指標
目標数値

大腸・肺がん検診受診率は多少の増減があるものの横ばい傾向。胃がん検診受診率は年々低下。乳がん検診
受診率の増加と子宮頸がん検診受診率の低下はどちらも無料クーポン券配布数の増減による影響が大きい。
今後も検診を受けやすい体制づくりを実施していく。

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

50.0

・同左 A

がん検診受診率（％） 30.0

課題と
今後の取組

・女性のがん検診対策として、実施医療機関の拡大（乳がん検診1医療機関。子宮頸がん検診3医療機関）や町ぐるみ健診の
土日健診で託児を実施（託児18人）する等、検診を受けやすい体制づくりに努めた
・41歳がん検診ｱﾝｹｰﾄでは、41歳という生活習慣病を意識する年齢層へのｸｰﾎﾟﾝ券の配布は、がん検診受診のきっかけとし
て有効であることが伺えた。子宮頸がん検診ｱﾝｹｰﾄでは、妊婦健診での子宮頸がん検診受診以後の継続受診につながって
いない様子が伺えた。ｱﾝｹｰﾄの結果をもとに今後のがん検診対策の参考としていきたい。

平成26年度
取組状況

進捗状況

スケジュール
達成度

実施スケジュール
H28H27

健康課
特定健診やがん検診、歯周疾患検診等の受診率向上のため
の地域体制を構築します。

今後の方針

②②

到達目標施策名

こころと体の健康づくり
住民一人一人が自主的な健康づくりに関心を持ち、家族や地
域の健康づくりの輪を広げ、誰もがこころもからだも健康で元
気なまちをめざします。

担当課
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施策
番号

17

到達目標施策名

こころと体の健康づくり
住民一人一人が自主的な健康づくりに関心を持ち、家族や地
域の健康づくりの輪を広げ、誰もがこころもからだも健康で元
気なまちをめざします。

2

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 - - -

実績 34 31

予防接種法をもとに、定期接種を実施しているが、定期接種対象外で、身体上主治医が必要と判断し
た場合の受け皿として継続する。

今後の方針

A

数値指標
目標数値

・ｽﾏｲﾙ、ﾆｺﾆｺ健康相談（個別相
談）の実施　24回/年
・健診結果説明会　2回/年
・短期教室　4回/年

・「健診のお知らせ」（全戸配布）に健
診後の健康相談場の情報提供
・ｽﾏｲﾙ健康相談（個別相談）の実施
24回/年
・健診結果説明会　2回/年
・病態別教室の実施

・同左

運動を心がけている人の割合
（％）

40 50

平成26年度
取組状況

ｽﾏｲﾙ健康相談は運動事業利用希望者の運動前のメディカルチェックや健康づくり行動見直しの場とし
て、ﾆｺﾆｺ健康相談は健診後の個別相談の場として分けて実施。　スマイル健康相談　125人　　ニコニ
コ健康相談　34人
生活習慣改善のきっかけづくりとして、高血圧予防や運動不足解消等、栄養・運動を取り入れた短期教
室を実施した。　参加延べ67人

②

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

②

担当課 進捗状況 今後の方針

予防接種の助成制度を継続します。 健康課 ②

H26

A

平成26年度
取組状況

平成26年10月から定期予防接種で実施となったが、定期対象者以外でこれまで23価ワクチンを接種し
ていない、主治医が必要と判断した市民に助成を継続。  222件

H27 H28

・高齢者肺炎球菌ワクチン助成事
業を継続実施する
・風しんワクチン助成事業の継続

・高齢者肺炎球菌ワクチン助成事
業を継続実施する 検討

担当課 進捗状況基本計画

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

健康相談事業を、広く一般に気軽な健康相談ができる場として、今後も町ぐるみ健診・広報等でPRして
いく。運動・食生活を見直しできる教室を継続して実施し、生活習慣の見直しに取り組む市民を増やし
ていく。

課題と
今後の取組

課題と
今後の取組

H26 H27 H28

健診後の結果を生活に活かせるよう食生活、運動の相談支援
体制を充実させます。

健康課 ②

実施スケジュール スケジュール
達成度
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施策
番号

17

到達目標施策名

こころと体の健康づくり
住民一人一人が自主的な健康づくりに関心を持ち、家族や地
域の健康づくりの輪を広げ、誰もがこころもからだも健康で元
気なまちをめざします。

4

5

地域の健康づくりを目的とした自主的な地区組織活動を支援し
ます。

健康課

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

【いずみ会】地域の公民館・幼児園等でのいずみ会活動が定着し、保育園・幼稚園での食育教室は多くの園から
要望がある。公民館独自の活動である小中学生対象のキッズクッキングや若い母親対象のレッツゴークッキン
グ・ママちからアップなど地域での活動が増えてきている。
また、健康福祉まつりでは野菜料理の普及において地域の身近な人であるいずみ会員が、分かりやすく作り方な
どのアドバイスと試食の提供を行った。
【ゆうゆう会】会員が市民へ健康体操を普及できるよう支援し、健康福祉まつりの運動体験コーナーにおいて、ゆ
うゆう会オリジナル体操を実施。参加者から地域での活動で実施したいという声があった。

・いずみ会：食育活動を継続して
実施。食育教室、食育の日の普
及など。
・ゆうゆう会：健康福祉まつりでの
運動教室開催。ウォーキング大会
の実施

・同左 ・同左 A

課題と
今後の取組

【いずみ会】会員１人１人が積極的に活動に参加し、食育活動を継続していく。
【ゆうゆう会】長期間活動をしていない会員もあるため今後の活動について会員へ意識調査を実施予
定。

健康づくりのための拠点施設を充実します。 健康課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

運動教室は、通年教室は年間延べ9,239人の利用があった。通年教室以外にも、トレーニング利用証を
持たない市民が利用できる、運動や調理実施等を取り入れた短期教室を年間4回（1回4日間）実施し、
通年教室につなげるように努めた。
また、市民対象の健康講座を年間4回実施し、約400名の参加があった。
健康福祉まつりや地域医療市民フォーラム等も関係機関や部内で協力し、開催した。

・健診、健康相談、健康教育の実施
・生活習慣病予防教室の実施
・健康づくりのための運動教室の実施

・同左 ・同左 Ａ

課題と
今後の取組

平成25年10月以後、健康増進センター機能と健康課が移転したことが市民に定着してきている。さらな
る事業の充実と、運動ポイント事業や運動体験教室等、これまで施設を利用したことがない方々が利用
できる事業等も検討し、健康づくりを推進していく必要がある。
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施策
番号

17

到達目標施策名

こころと体の健康づくり
住民一人一人が自主的な健康づくりに関心を持ち、家族や地
域の健康づくりの輪を広げ、誰もがこころもからだも健康で元
気なまちをめざします。

6

7

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標

実績

20歳代
32.8%

30歳代
18.1%

40歳代
16.9%

20歳代
35.6%

30歳代
20.3%

40歳代
18.1%

課題と
今後の取組

乳幼児健診や健康教育の場での教育を継続し、食を通じて市民の健康を支援していく。若い世代・働き世代の人
へのアプローチのために、町ぐるみ健診の場での教育実施は今後も必要である。また、野菜の摂取率が低いこと
はこれまでのアンケート調査等で把握しており、野菜摂取の普及を目的とした取組を実施する。

朝食を欠食する人の割合（％）
20歳代20.0%
30歳代10.0%
40歳代8.0%

20歳代0.0%
30歳代0.0%
40歳代0.0%

平成26年度
取組状況

プレママ教室、乳幼児健診や教室、食育教室、スマイル健康相談等で、妊婦から高齢者まで年代に応じた食事に
関する助言を実施した。地域での高齢者の栄養教育や、働き盛りの男性に朝食の大切さや、バランスのとれた食
事を普及するため料理教室を実施した。また、健康福祉まつりで減塩をテーマに展示と試食を実施した。地元の
野菜を取り入れることで地産地消にもつなげた。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・乳幼児健診、乳幼児保健相談、
離乳食講習会、スマイル健康相
談、ニコニコ相談、健康教室等の
場を通じた教育を継続して実施。
・生活習慣病予防教室の実施。
・食育計画を推進する。

・乳幼児健診、乳幼児保健相談、
離乳食講習会、スマイル健康相
談、食育教室、健康教室等の場を
通じた教育を継続して実施
・生活習慣病予防の教育実施
・野菜摂取普及のための取組実
施
・食育計画を推進する

・同左 Ｂ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

健診や教室を通じて各世代に望ましい食習慣確立のための支
援を行います。

健康課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

９月から気軽にメンタルチェックができるシステムとしてこころの体温計を導入した。
地域の健康教育でこころの健康教育を実施し、高齢者を対象に加西の現状と予防について伝えた。
３月には市民に広くストレスとの向き合い方を伝えるため、こころの健康づくりセミナーを開催した。

・こころの健康づくりセミナー開催
・こころの健康に関する普及啓発
・こころの体温計導入・相談の実
施

・ゲートキーパー研修開催
・こころの健康に関する普及啓発
・若い世代への自殺対策として成
人式でパンフレット等配布

・同左 Ａ

課題と
今後の取組

今後、市民一人一人がゲートキーパーの知識を持ち、適切な相談、見守りへつなぐことができる地域づ
くりを目指し、研修等を開催していく。また、相談しやすいようチェックリストを活用し、早期に相談に結び
付けられるよう相談支援体制を普及していく。

こころの健康を維持するための相談体制の充実や専門組織と
の連携を強化します。

健康課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28
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施策
番号

18

1

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 7,300 7,550 7,550 7,550

実績 5,726 6,100 6,131 6,353 6,880 6,764

地域の中核病院である加西病院とかかりつけ医の連携体制の
強化により、地域全体で医療体制を整備し、安心して医療にか
かれるまちをめざします。

到達目標施策名

地域医療体制の充実

総合計画目標値
5年後（H27)

Ａ

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

H27

地域全体の医療体制の維持発展について市民に啓発していくため、行政とともに事業を推進する。
市民向けの医療講習会等への医師、看護師、医療技術者の派遣等を通じて、病院認知度を向上させる。
多様な勤務形態のシステム化によるワークライフバランスを推進し業務の効率化を図る。
医療職を確保し、安心・充実した医療体制を整備する。
医療制度改革に対応した体制づくりをすすめる。（地域包括ケア病棟の導入、新専門医制度（後期研修）への対
応。

Ａ

スケジュール
達成度

加西病院における医療者を確保し、安全な医療体制を構築し
ます。

平成26年度
取組状況

・医療制度改革への対応
・就職説明会への参加、実習・見学者の受
入
・ワークライフバランスの推進
・地域医療フォーラムの共催
・ワークライフバランスの推進

H26

・同左

課題と
今後の取組

地域医療フォーラムを健康福祉部と開催。医療職確保のため奨学資金貸与を継続、北播合同看護職就職説明会
に参加、病院見学会を実施、合同説明会に参加した。県医師会における医師紹介システムへ登録。中学生を対
象とした救急救命講習の実施
産婦人科医師（職員）を増員し3名体制に。常勤小児科医を確保。麻酔科医の増員。
院内保育所の充実。ワークライフバランスに関する実態調査計画推進。県外郭団体よりワークライフバラン推進
ス事業所として登録承認を受ける。
国の医療制度改革にあわせて、地域包括ケア病床の導入の準備。

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

実施スケジュール

・同左

H28H27

加西病院事務
局

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

病・診及び病・病連携の強化を図る。更に近隣地域との救急連携を強化する。
地域を指定して、計画的に近隣市及び市内の開業医、病院を各診療科の医師が訪問し、紹介患者増につなげ
る。
計画的に医療機器・システムの更新を行う。

加西病院への紹介患者数（人） 7,550 7,900

実施スケジュール スケジュール
達成度

・同左

加西病院における高度医療を充実します。
加西病院事務
局 ② ②

H28
・病・診連携の推進
・地域医療連携事業（きずなネッ
ト）拡大支援
・高度医療機器更新事業

・同左

平成26年度
取組状況

X線診断装置更新に併せてデータのデジタル化を実施。超音波診断装置を導入。
紹介患者を増やすために、開業医への病院ホットライン（直通電話）を開設し、直接院長等に患者さんの受入要請
が可能になった。また、紹介患者を増やしてゆくために、近隣市の開業医、病院を訪問。近隣市診療所へ、医師
の紹介パンフ並びにホットラインカードを送付。救急連携強化のため、近隣消防署を訪問し意見交換。

課題と
今後の取組
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施策
番号

18
地域の中核病院である加西病院とかかりつけ医の連携体制の
強化により、地域全体で医療体制を整備し、安心して医療にか
かれるまちをめざします。

到達目標施策名

地域医療体制の充実

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 32 32 32 32

実績 32 32 32 32 32

4

平成26年度
取組状況

保健、医療、福祉、介護に関して保健福祉推進協議会で関係機関・団体への情報提供・情報共有に努
めた。
また、関係機関が連携し医療の現状を伝え、地域医療を守っていく必要性について考える地域医療市
民フォーラムを開催した。

課題と
今後の取組

医療制度・介護保険制度の改正を見据え、保健、医療、福祉、介護の連携を一層推進していく必要が
ある。

・広報活動の充実・相談体制の充
実
・関係機関、団体への情報提供
・地域医療市民フォーラムの開催

・関係機関、団体への情報提供、
情報共有
・地域医療市民フォーラムの開催

・同左 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

かかりつけ医をもつことを推進する。また、健診が受けやすいよう、医療機関の体制整備を推進する。
課題と

今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

保健、医療、福祉、介護の連携を密にし、これらのサービスが
適切にうけられる体制を確保します。

福祉企画課
健康課
長寿介護課

② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

今後の方針

病院・診療所数（件） 32 32

平成26年度
取組状況

市医師会、病院と連携し、健診・健康教育等保健事業を実施

Ａ

数値指標
目標数値

・健診・相談・教育の協力実施 ・同左

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

H27 H28H26

県、医師会、病院との連携を強化します。 健康課 ② ②

担当課 進捗状況

・同左
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施策
番号

18
地域の中核病院である加西病院とかかりつけ医の連携体制の
強化により、地域全体で医療体制を整備し、安心して医療にか
かれるまちをめざします。

到達目標施策名

地域医療体制の充実

5

平成26年度
取組状況

医師会の協力により、休日の休館に対応するための在宅当番体制を維持

課題と
今後の取組

今後も体制を維持

・医師会の協力により、休日の急
患に対応するための在宅当番体
制を維持

・歯科医師会による年末年始の休
日診療の実施

・同左 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

医師会による休日の医療体制を確保します。 健康課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

19

1

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 240 240 340 400

実績 200 202 214 266 299

担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

広報や介護支援専門員等を通じて市民に広く周知するとともに、一時利用休止者の管理を的確に行う
ことにより実配食数の増加につなげた。

課題と
今後の取組

ボランティア数が少ないため、地域活動支援センター等の協力を得ながら調理ボランティア及び配達ボ
ランティアの確保に努めたい。

長寿介護課
地域福祉課

創作的活動又は生産活動の機会の提供、生活に関する相談及び助言を行う場として生活介護サービ
ス及び地域移行の拠点となるグループホーム等の設置支援。また、高齢者支援については、地域包括
支援センターと一時相談窓口との連絡を密にし対応していきたい。

・同左 A

H26

数値指標
目標数値

配食サービス配食数（食） 400 400

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

10年後（H32）

H27 H28

・配食サービス（火・木それぞれ80
食に向けて）

ひとり暮らしや高齢者夫婦世帯への地域に密着した配食サー
ビスを拡充します。

長寿介護課 ② ②

到達目標施策名

地域で支え合う安心の暮らし

総合計画目標値
5年後（H27)

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

すべての高齢者や障がい者が、住み慣れた地域で心身ともに
自立し、健康でいきいきと安心して暮らせるまちをめざします。

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

・同左

高齢者や障がい者、及びその介護者を支援するため、施設
サービスを含め、介護、福祉サービスの充実や地域包括支援
センター等を核とした総合的な支援体制を強化します。

平成26年度
取組状況

・地域活動支援センター設置支援
・一時相談窓口業務委託

H26

・生活介護サービスの拡充
・一時相談窓口業務委託

障がい者の日中の居場所提供となるサービスにおいて、地域活動支援センター及び日中一時支援事
業所の設置支援を行い、各１か所の開設に至った。また、高齢者の身近な相談窓口として各中学校区
に一時相談支援窓口を設置している。

Ａ

H28H27
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施策
番号

19

到達目標施策名

地域で支え合う安心の暮らし
すべての高齢者や障がい者が、住み慣れた地域で心身ともに
自立し、健康でいきいきと安心して暮らせるまちをめざします。

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 200 210 220 230

実績 200 145 122 200 250

4

H19 H22 H23 H24 H25 H26

目標 140 220 240 270

実績 88 130 191 224 268

数値指標
目標数値

・高齢者等外出支援サービス ・同左 ・同左

高齢者外出支援サービス事業利
用延べ件数（件）

240 300

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

②

A

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

利用範囲の拡充について、市民に対する広報活動に努め、利用数の増加につなげていきたい。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

要援護高齢者の通院等外出支援のために移送サービスを充
実します。

長寿介護課
地域福祉課 ②

課題と
今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

地域が主体となった小地域福祉活動を推進し、地域の介護予
防リーダーの養成とその活動を支援します。

長寿介護課 ② ②

平成26年度
取組状況

利用範囲の拡充を検討・確定し、広報活動に努めることができた。委託先である社会福祉協議会とも協
議を実施し、利用者増に対応できるよう調整を行った。
老朽化した車両1台を新車に更新し、利用者が快適に移動できるようになった。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・前期、後期それぞれ４回コース
の講座を開催。

・同左 ・同左 B

平成26年度
取組状況

前期（初心者向け）、後期(経験者向け)養成講座を開催した。内容としては、前年度に引き続き「いきい
きサルビア体操」の普及・指導を行うことができる人材の養成に取り組んだ。また、ラフターヨガや介護
予防のためのレクリエーション講座等を取り入れ、バラエティに富んだ内容となった。

課題と
今後の取組

養成講座のPRを継続して実施し、新規養成リーダーの数を増やしていく。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

介護予防リーダー養成数（人） 300 500
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施策
番号

20

1

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 83.3 94.4 100 100

実績 61.1 83.3 94.4 94.4 100.0

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

・要援護者台帳の更新
・個別避難計画の策定

H26

・同左

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28H27

到達目標施策名

防犯・防災のまちづくり

総合計画目標値
5年後（H27)

Ａ

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

H27 H28

災害対策や地域ぐるみの防犯活動により地域の安全は地域で
守るまちづくりをめざします。

危機管理課

今後も毎年台帳を更新し、情報を共有していく。
自主防災組織等と連携の上、個別支援計画の策定を進める必要がある。

地域の高齢者、障がい者等の居住地を把握し登録することで、
的確かつ迅速な救助活動を行います。

平成26年度
取組状況

平成26年度
取組状況

善防中学校体育館の耐震補強工事を実施した。

・【同 施策６-１】

既登録の要援護者の状況確認と新規登録者の追加を行い、台帳を更新の上、平成26年度の台帳を自
主防災組織、民生委員、消防署に提供し、情報を共有した。

Ａ

担当課 進捗状況 今後の方針

災害時の一時的な避難場所や活動拠点となる公共施設の耐
震化を推進します。

課題と
今後の取組

本計画の数値指標となっている公民館及び小中学校の体育館については耐震化が完了したが、小中
学校の校舎については一部耐震化未実施であり、今後も継続して耐震化を進めていく。

避難場所（学校体育館等18 箇
所）耐震化率（％）

100 100

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

危機管理課 ③ ①
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施策
番号

20

到達目標施策名

防犯・防災のまちづくり
災害対策や地域ぐるみの防犯活動により地域の安全は地域で
守るまちづくりをめざします。

3

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 4.9 11.5 100 100

実績 0 4.8 5.8 97.2 97.7

課題と
今後の取組

カルバートボックス内防犯灯のＬＥＤ化実施。
平成２７年度以降も新設防犯灯をＬＥＤ灯にて設置予定。

防犯灯のLED 化率（％） 50 100

平成26年度
取組状況

ＬＥＤ防犯灯の新設７０カ所

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

通学路防犯灯を増設し、LED防犯灯に順次切り替えます。 危機管理課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

・LED防犯灯の新設 ・同左 ・同左 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

各自主防災組織における、土のう備蓄備蓄を拡大するため「土のうづくり訓練の日」を設定し実施する。
また、自主防災リーダ育成のため図上訓練等に取り組む

H26 H27 H28

北はりま消防本部との連携や自主防災組織、消防団組織の活
性化を図り、防災対策を充実します。

危機管理課 ② ②

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール

今後の方針

平成26年度
取組状況

・自主防災訓練費補助３５地区
・資機材整備費補助１４地区

Ａ・自主防災訓練費補助40地区
・資器材整備費補助３地区

・同左 ・同左

担当課 進捗状況

スケジュール
達成度
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施策
番号

20

到達目標施策名

防犯・防災のまちづくり
災害対策や地域ぐるみの防犯活動により地域の安全は地域で
守るまちづくりをめざします。

5

6

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0.49 0.47 0.46 0.45 0.45

実績 0.49 0.56 0.38 0.50 0.53 0.30

老人クラブを対象として、交通安全教室を開催。
平成26年度
取組状況

課題と
今後の取組

免許返納の推進とともに高齢者の交通事故防止のため老人クラブを対象とした交通安全教室などの啓
発活動を推進する。

・同左 Ａ

高齢者における人身事故加害者
率（％）

0.44 0.43

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

・普及啓発促進

目標数値

・同左

数値指標

警察や交通安全協会等との連携を強化し、免許返納制度を推
進します。

危機管理課 ② ②

実施スケジュール
H28H26 H27

スケジュール
達成度

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

実施スケジュール

平成25年度より青色防犯パトロールの専属パトロール員を配属し、総合教育センターとも協力し、市内
の防犯パトロールと登下校の見守りを実施、廃屋の調査も同時に行う。

平成26年度
取組状況

総合教育センター、防犯協会、青少年補導委員連絡協議会等による青色防犯パトロールを実施

・同左

課題と
今後の取組

・同左

H27
スケジュール

達成度

進捗状況 今後の方針

・登下校時見守り
・防犯パトロール

基本計画 担当課

H28H26

Ａ

②青色防犯パトロールによる巡回活動を充実します。 危機管理課 ②
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施策
番号

21

1

2

妊娠中から支援を必要とする特定妊婦を母子手帳の交付時等に早期に把握するように努めた。
プレママ教室パート2は、バランス食・鉄カルシウムの多い食事の調理実習を新たに実施、また、パパマ
マクラブは、3回から4回と回数を増やすなど、参加しやすい体制と教室内容の充実を図った。

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

担当課

課題と
今後の取組

事業間の横の連携を強化して相談機能を充実します。 こども未来課 ② ②

平成26年度
取組状況

ねひめキッズ・ぜんぼうキッズ・ほくぶキッズに加え、まーぶるキッズもつどいの広場事業としてこども未
来課で集約し、子育て親子の交流の場として子育て相談、援助の充実を図った。

課題と
今後の取組

利用者支援事業の実施により、利用者の個別ニーズを把握し、情報集約・相談の実施。関係機関との
連絡・調整の体制づくりを行う。

進捗状況 今後の方針

H27 H28

・ひろば事業の集約
・ひろば事業の集約
・利用者支援事業の実施

・同左

健康課

妊娠中から支援を要する妊婦を把握し、他機関と連携しながら妊娠期から乳幼児期へ切れ目ない支援
を継続する。

妊娠初期からの相談支援体制を整備し、乳幼児健診を充実し
ます。

平成26年度
取組状況

・新生児訪問・未熟児訪問
・すくすく子育て相談窓口
・乳幼児保健相談
・プレママ教室、パパママクラブ

H26

・新生児訪問・未熟児訪問
・すくすく子育て相談窓口
・乳幼児保健相談
・プレママ教室、パパママクラブ
・乳幼児健診

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28H27

Ａ

到達目標施策名

安心できる子育て支援
家庭や仕事の条件に関わらず、誰もが安心して子どもを産み
育てられるまちをめざします。

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

Ａ

H26
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施策
番号

21

到達目標施策名

安心できる子育て支援
家庭や仕事の条件に関わらず、誰もが安心して子どもを産み
育てられるまちをめざします。

3

4

・同左

②療育事業の拡充による幼少期から成人期への切れ目のない
支援を確立します。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・ファミサポ会員養成講座、交流会、サロン
開催（5月～3月）
児童虐待防止の広報、啓発（11月）
・要保護児童対策地域協議会代表者会議
（5,2月）、実務者会議（5,8,11,2月）

・同左 ・同左 A

平成26年度
取組状況

平成26年度
取組状況

・療育事業の実施を直営から委託に変更、専門スタッフを常時確保できるNPO法人に委託することによ
り、保護者と子どもにとって安心できる支援体制を整えた。

基本計画

実施スケジュール

担当課 進捗状況 今後の方針

A
・療育業計画、検討会(当初）
・ｹｰｽ検討会、療育検討会、園訪
問等各事業（随時）

・同左

地域ぐるみの子育て支援により児童虐待防止を推進します。 地域福祉課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

スケジュール
達成度H26 H27 H28

地域福祉課 ②

児童療育室は、27年度よりこども未来課へ所管替えとなる。
課題と

今後の取組

・ファミサポ会員養成講座5回、交流会4回、サロン2回開催、11月児童虐待防止推進月間には壁面利用
による啓発活動を実施し、微増ではあるが、会員数も増えた。児童虐待防止推進活動として、月間中全
公用車に啓発マグネットを貼付し啓発を行い、要保護児童対策地域協議会の充実を図るため、より丁
寧な進行管理を行った。また相談員の資質向上のため、研修等への参加機会を増やした。

課題と
今後の取組

各種団体等と連携を強化し、児童虐待の早期発見早期対応を実施していく。
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施策
番号

21

到達目標施策名

安心できる子育て支援
家庭や仕事の条件に関わらず、誰もが安心して子どもを産み
育てられるまちをめざします。

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 100 100 100 100

実績 82.9 98.2 94.8 99 100

6

総合計画目標値

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

認定こども園の開園に伴い、県との協議と実施設計を実施。

H28

大規模学童における施設整備、支援員研修の充実、支援員の配置の充実

平成26年度
取組状況

北条学童保育園専用棟の運用を開始し、富田学童保育園をねひめキッズ敷地内に移設した。平成27
年度の新規開設（賀茂・宇仁）及び全園での高学年受入に向け、トイレの整備等を実施した。開園時間
を30分延長し、18時30分までとした。また、各園に1名の代表放課後児童支援員を配置するとともに、臨
時職員の勤務時間及び時間給の見直しを行い、処遇改善を図った。

学童保育受入率（％） 100 100

課題と
今後の取組

今後の方針

平成26年度
取組状況

課題と
今後の取組

北条東幼稚園と北条南保育所を統合し、北条東こども園の開設に向け整備を行った。
認定善防こども園開設に向け整備を行った。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27

・北条東幼児園の整備工事
・下里認定こども園の整備工事

・北条東幼児園の開設
・下里認定こども園の開設

・認定こども園の普及 A

②学校との連携を強化し、学童保育を拡充していきます。 こども未来課 ②

・高学年の受入れ一部学校で実
施
・北条東・九会学童の施設整備
・全校区で学童保育園開設

基本計画 担当課 進捗状況

幼稚園、保育所の一体化と民間活用を進め、保育サービスを
拡充します。

こども未来課 ② ②

5年後（H27) 10年後（H32）

スケジュール
達成度H26 H27 H28

実施スケジュール

・子ども・子育て新制度に沿った
運用
・富田学童保育園の新設
・支援会議を踏まえ整備計画

数値指標
目標数値

・高学年の受入れ全面実施 A
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施策
番号

21

到達目標施策名

安心できる子育て支援
家庭や仕事の条件に関わらず、誰もが安心して子どもを産み
育てられるまちをめざします。

7

8

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 1 1 1 1

実績 0 1 1 1 0

目標 1 1 1 1

実績 0 1 1 1 1

課題と
今後の取組

病児・病後児保育のＰＲと周知。

休日保育実施園数（園） 1 1

平成26年度
取組状況

休日保育については平成25年よりの利用者がなく、26年度も実施できなかった。
病児保育を新たに実施し、病気で保育所に通えないこどもを一時的に預かり、子育てしやすい環境整
備を行った。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

病児・病後児保育実施園数（園） 1 1

・病児保育室の開設 ・病児保育・休日保育の実施 ・病児保育・休日保育の充実 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

第２子以降の保育料の無料化など、住民ニーズに対応した保育サービスの見直し、充実を図ることよ
り、保育士確保が課題である。

多様な住民ニーズに合わせて休日保育や病児・病後児保育等
の新たなサービスを実施します。

こども未来課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

新制度の運用により、申請書類等、申請手続きの見直しを行った。
４・５歳児の保育料の負担を軽減し、保育所保育料は全体で国基準の７割程度に設定した。

スケジュール
達成度H26 H27 H28

・新制度の構築 ・新制度の運用 ・新制度の運用 A

実施スケジュール

申請手続、保育時間の延長、第２子以降の保育料の無料化
等、住民ニーズに対応した保育サービスの見直しを進めます。

こども未来課 ② ②

今後の方針基本計画 担当課 進捗状況
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施策
番号

21

到達目標施策名

安心できる子育て支援
家庭や仕事の条件に関わらず、誰もが安心して子どもを産み
育てられるまちをめざします。

9

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 31 33 35 37

実績 29 35 52 55 60

10

課題と
今後の取組

 県制度においては医療費の一部自己負担金が生じるため、市の持ち出しが多くなっているが、子育て
支援の観点から全県的に無料化が増加傾向であり、県制度の拡充（無料化）について要望を検討して
いくことも考えていきたい。
 また、平成27年度からは、指定難病患者への県の助成制度（一部自己負担あり）と市の乳幼児医療助
成（自己負担なし）との不均衡をなくし、県制度における自己負担分にも助成を拡大します。

平成26年度
取組状況

受診者延べ人数 9,514人に対し、医療費のうち保険給付後の自己負担分について助成を実施した。
※０歳児については、保護者等の所得制限を撤廃している。

・中学3年生までの医療費無料化
継続実施

・同左 ・同左 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

課題と
今後の取組

・協力会員の増と実働回数の増を図るため、ファミリーサポートクラブの周知に取り組む。
・預かり中の事故防止のため、養成講座を充実させ、会員の資質向上を図る。

乳児医療対象年齢を中学３年生まで拡充します。 国保医療課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

ファミリーサポートセンター協力会
員数（人）

40 50

平成26年度
取組状況

・会員の資質向上のための養成講座を5回、会員同士の交流と会員増のための交流会を4回、サロン2回開
催。参加促進のため、参加者が興味を持ちやすいテーマをとりあげる、日曜日開催を設定するなど工夫をし
て取り組んだ。
・依頼会員150名から168名、協力会員55名から60名、依頼･協力会員10名から13名にそれぞれ増加した。
・利用促進を図るため、ひとり親家庭の会員に対する利用料の一部助成を開始した。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・会員養成講座の充実、交流会の
充実による会員増と利用増を図
る。

・同左 ・同左 S

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

地域の保育サポーターやプレイリーダーを養成します。 地域福祉課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

22

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 10 10 10 10

実績 2 8 10 10 9 10

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 1 2

実績 0 1 1 2

今後の方針

企業や都市住民を募り、里山ふれあいの森、企業の森として都
市部との相互交流を進めます。

農政課 ③ ①

１０件交付決定、事業完了

Ａ

里山整備箇所数（毎年）（箇所） 10

数値指標
目標数値

農政課

山裾の場所が放置され竹林に変わっている。住民が自ら整備し、維持管理を行って頂き里山の再生を
目指す。

住民参加による地域の里山整備を支援します。

平成26年度
取組状況

・里山整備（森林伐採等）

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

Ａ

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

平成26年度
取組状況

課題と
今後の取組

企業の森面積（ha）

H28H27

今後の方針

②②

10

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H27 H28

担当課 進捗状況

地元住民や都市住民によって整備された里山をはじめ、田畑、
ため池、河川に様々な生き物が溢れる自然環境をめざします。

到達目標施策名

自然と共生する里地里山づくり

総合計画目標値
5年後（H27)

基本計画 担当課 進捗状況

H26

・同左

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左
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施策
番号

22
地元住民や都市住民によって整備された里山をはじめ、田畑、
ため池、河川に様々な生き物が溢れる自然環境をめざします。

到達目標施策名

自然と共生する里地里山づくり

3

4

平成26年度
取組状況

加西市民の美しい環境をまもる条例に基づき、３箇所の野生生物保護地区を指定した。標識設置、湿
原整備計画の策定、啓発ＰＲポスター作成などを行い、網引湿原の保全と活用を図りました。また、兵
庫県立人と自然の博物館と連携して、自然環境を学ぶバスツアーを実施しました。

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

Ａ
・野生生物保護地区の指定
・網引湿原の保全活動の支援
・兵庫県立人と自然の博物館へのバ
スツアー

・網引湿原の保全活動及び地域
活性化への活用への支援
・兵庫県立人と自然の博物館と連
携した普及啓発事業

・同左

②

地域の保全団体が実施する野生生物保護地区の整備に対する補助制度を創設し、木道、木柵などの
ハード整備及び運営事業などのソフト支援を推進します。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

市内の自然環境に生息する多様な生物を調査、把握し、その
環境的意義を示し、保全、回復と利活用を推進します。

環境課 ②

課題と
今後の取組

平成26年度
取組状況

ため池一斉点検　８６箇所実施
県営ため池改修　３池実施

課題と
今後の取組

老朽ため池の把握を行い、国・県の補助メニューを有効に活用し、順次改修を進める。

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

老朽化による決壊等、危険度の高いため池を順次改修します。 農政課 ② ②

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・３池着工 ・３池完了 ・４池着工 Ａ
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施策
番号

22
地元住民や都市住民によって整備された里山をはじめ、田畑、
ため池、河川に様々な生き物が溢れる自然環境をめざします。

到達目標施策名

自然と共生する里地里山づくり

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 27,000 26,750 26,500 26,250

実績 27,284 32,219 32,446 32,500 25,130

6

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 15.3 15 15 15

実績 16 21 37 14 13

② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

有害鳥獣対策による農作物の被害を防ぐために関係機関との
連携を図り、防御柵の設置等を進めます。

農政課

10年後（H32）

スケジュール
達成度H26 H27

目標数値 総合計画目標値

H28
実施スケジュール

・獣害防止柵の設置
・有害鳥獣対策の推進

引き続き、獣害防護柵の設置、有害鳥獣駆除、シカ個体数の減少に取り組むとともに、集落ぐるみの有
害鳥獣対策を進める。

平成26年度
取組状況

国補助による獣害防護柵設置（18町）、有害鳥獣駆除委託事業、シカ緊急捕獲対策事業等によるシカ
個体数の減少を図った。

・同左 ・同左 Ｂ

有害鳥獣被害額（千円） 26,000 25,000

課題と
今後の取組

5年後（H27)
数値指標

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

スケジュール
達成度H26 H27 H28

② ②

実施スケジュール

不在地主の把握と利用促進のための賃貸借を斡旋する窓口を
一本化し、耕作放棄地の解消と農地の有効利用を進めます。

農政課

課題と
今後の取組

所有者の理解、耕作放棄地解消に向けた営農方法に課題がある。引き続き農地貸し借り相談会の実
施、農地利用円滑化事業及び農地中間管理事業による農地流動化の推進、耕作放棄地再生事業、農
業委員会の活動により耕作放棄地の発生抑制及び解消を図る。

・耕作放棄地調査の実施
・農地貸し借り相談会の実施
・農地利用集積円滑化事業
・農業委員会耕作放棄地解消活
動

耕作放棄地面積（ha） 14 12

・同左 ・同左 Ｂ

平成26年度
取組状況

農業委員会との協力により、耕作放棄地調査を実施。農地貸し借り相談会の実施、耕作者調査、農業
委員会による耕作放棄地解消活動を行った。
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施策
番号

23

1

2

地域固有の生活文化や豊かな自然環境を守り育て、住民が誇
りを持って次の時代に受け継いでいくまちをめざします。

同左 同左

今後の方針

②②

基本計画 担当課 進捗状況

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28H27

文化・観光・ス
ポーツ課

・データ作成

平成26年度は、加西市歴史街道ボランティアガイドと連携しながら、加西市の観光資源でもある文化遺
産を後世に伝えていくため、ふるさと再発見講座を開講し、ガイドの養成を行った。

課題と
今後の取組

到達目標施策名

加西の風土を活かした景観づくり

Ａ

H26 H27 H28
・播磨国風土記1300年記念ウォー
ク
・ふるさと加西フォトコンテスト
・ガイド養成講座

Ａ

ガイド養成講座を継続的に開講し、ガイドの確保を図るとともに、加西市の文化遺産をひとつずつ丁寧
にデータ化およびパンフレットを作成し、次世代に継承していく。

有形無形を問わず、地域にある自然的文化的遺産（お宝）や伝
承等を収集し、一覧にまとめます。

平成26年度
取組状況

・データ収集・整理・編集

H26

平成26年度
取組状況

・ボランティアガイドや神戸電鉄と共催して、ハイキングを年20回開催しました。また加西の春夏秋冬を
切り撮ったフォトコンテストを年４回開催し、上位作品で「ふるさと加西フォトカレンダー」を作成、販売し
ました。

課題と
今後の取組

・ハイキングやフォトコンテストについては継続して実施するとともに、市民にふるさと加西に愛着と誇り
を持っていただく事業を展開していく。

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

将来に伝えたい景観の選定や写真展、学習会、ウォーキング
等のイベントを開催します。

文化・観光・ス
ポーツ課 ② ②
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施策
番号

23
地域固有の生活文化や豊かな自然環境を守り育て、住民が誇
りを持って次の時代に受け継いでいくまちをめざします。

到達目標施策名

加西の風土を活かした景観づくり

3

4

課題と
今後の取組

住民、開発事業者及び加西市の相互理解と協力により、周辺住民トラブルの未然防止と、土地利用の
適正な誘導と良好な理域環境の形成を図る。

平成26年度
取組状況

開発調整条例に基づく協議　30件　事前調整を図りました。

・開発調整条例に基づき、実態に
即した適切な指導と助言により、
景観や環境に配慮した土地利用
に努める

・同左 ・同左 A

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

開発調整条例に基づく景観に配慮した適正な土地利用を推進
します。

都市計画課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

課題と
今後の取組

基本計画

北播５市合同パトロールをはじめ、違反広告物を設置している業者への指導を適時行い、適正化を図
る。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

広告物の表示については、景観との調和に努めます。 都市計画課 ② ②

平成26年度
取組状況

屋外広告物条例に基づく許可手続きを、新規12件、更新102件(計114件)処理しました。

A
・屋外広告物の新規申請時及び
更新手続き時に、屋外広告物条
例に基づく指導により、景観との
調和に努める

・同左 ・同左

担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

23
地域固有の生活文化や豊かな自然環境を守り育て、住民が誇
りを持って次の時代に受け継いでいくまちをめざします。

到達目標施策名

加西の風土を活かした景観づくり

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 23 24 25 26

実績 21 27 14 29 15

6

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 11 11 11 11

実績 11 11 11 11 10

課題と
今後の取組

花苗の育成には育苗場所の確保が必要ですが、これ以上、場所の確保が望めないため、現在のス
ペースの中で、花づくりボランティアへの継続した支援により、事業の推進に努めます。
また、原材料費の高騰により配布ポット数が減少したため、収入増につながる会員の獲得促進に努め
ます。

花と緑の協会に支援を行い、花づくりﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ(ﾌﾗﾜｰｾﾝﾀｰ)による花苗4.5万ポット、市老連(播磨農高)
に
よる花苗を5.5万ポットを育成し、花咲くまちづくりを推進しました。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

平成26年度
取組状況

緑のカーテンコンテストを推進します。 環境課 ②

・「かさい緑のカーテン写真展」の
実施
・緑のカーテン普及システムの検
討

数値指標
目標数値 総合計画目標値

市内において、緑のカーテンを実施している家庭・事業所は多数見受けられますが、コンテストへの参
加となると、大規模育成でなければ参加に値しないという意識が働くようで参加に至らない傾向があり
ます。今後は、緑のカーテンの育成未経験者層に対して、手軽に育成に挑戦してもられるようなシステ
ムづくりを検討していきます。

平成26年度
取組状況

夏の節電・CO2削減、暑気対策として、身近で出来る緑のカーテンの普及を目指し、「かさい緑のカーテ
ン写真展」を実施した。

緑のカーテンコンテスト参加者数
（人）

30 50

課題と
今後の取組

5年後（H27) 10年後（H32）

スケジュール
達成度

基本計画 担当課 進捗状況

・かさい「緑のカーテン写真展」の
実施

・同左 A

H27 H28

・花と緑の協会への支援

今後の方針

住民ボランティアによる植栽ポット
数（万ポット）

11 11

②

・同左 ・同左 A

数値指標
目標数値

花咲くまちづくりを推進します。 都市計画課 ②

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

H26 H27 H28
実施スケジュール

②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

24

1

2

基本計画

省エネ・蓄エネ・創エネを推進するには、省エネであれば節電・省資源を啓発することで多少の効果が
見込めるが、蓄エネ・創エネについては設備導入以外の方法が無い。省エネについても大きく改善する
には設備投資が必要である。これら係る技術・製品については日進月歩で高まっているが、導入コスト
は特に蓄エネの分野で依然として高く、広く普及するに至っていない。今後は、情報提供等の導入支援
を検討する必要がある。

A

H26

・宅地分譲開始　H27年4月
・グリーンハウス建築促進補助ス
タート

課題と
今後の取組

ベルデしもさと分譲地の完売及び28区画全戸に加西市グリーンハウス建築促進補助制度の利用の促
進。

平成26年度
取組状況

・約12000㎡の敷地内に宅地28区画と公園を造成し公園内には環境に配慮したLEDソーラー街灯を設
置した。
・ベルデしもさとをモデル地区として位置づけ加西市グリーンハウス建築促進補助金交付要綱を策定し
た。

スケジュール
達成度H27 H28

平成26年度
取組状況

・デマンド監視システムの運用

H26

・同左

実施スケジュール

課題と
今後の取組

電力デマンド監視システムを活用し、電気の使用状況が監視、「見える化」され、昼休み消灯、電気製
品の省エネモードなどにつなぎ、全庁的に細かな節電・省エネに努めた。

民間による環境技術、新製品開発及び環境産業を行うための
施設整備への助成、融資を行います。

都市計画課 ② ②

担当課 進捗状況 今後の方針

実施スケジュール

・同左

H28H27

A

スケジュール
達成度

②②

基本計画 担当課 進捗状況

公共施設の新設、改築の計画、設計等に省エネルギー基準や
ガイドラインを設け、適用します。

環境課

到達目標施策名

省エネ・蓄エネ・創エネの推進

・グリーンハウス建築促進補助制
度策定
・分譲宅地造成完了　H26年12月
目標

温室効果ガスの削減等、環境負荷を軽減する取り組みと、加
西で生産した再生可能エネルギーを加西で蓄え、加西で消費
する「エネルギーの地産地消」が進められるまちをめざします。

・グリーンハウス建築促進補助(継
続)

今後の方針
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施策
番号

24

到達目標施策名

省エネ・蓄エネ・創エネの推進
温室効果ガスの削減等、環境負荷を軽減する取り組みと、加
西で生産した再生可能エネルギーを加西で蓄え、加西で消費
する「エネルギーの地産地消」が進められるまちをめざします。

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 1,290 1,370 2,700 2,800 3,000

実績 1,208 1,900 2,500 3,300 3,800 4,200

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

・加西市住宅用太陽光発電システ
ム設置補助金

・同左

課題と
今後の取組

H26

平成26年度
取組状況

住宅における太陽光発電量（kW）

・同補助制度では、太陽光発電システムの施工業者が市内か市外かにより、補助金単価に差異を設け
ています。市内業者施工によれば、市外業者施工に比べて、補助金単価が高くなるにもかかわらず、
H26年度実績では、市内業者11件、市外業者71件となりました。市内業者を利用することにより、申請
者及び市内業者の双方に利点があるため、市内業者利用を促す広報を検討します。

3,000 5,000

スケジュール
達成度

10年後（H32）

加西市住宅用太陽光発電システム設置補助金事業において、補助金総額8,766,000円（交付件数82
件）を交付しました。

数値指標
目標数値

A・同左

総合計画目標値
5年後（H27)

H27 H28

住宅用太陽光発電システムの設置を促進支援します。 環境課 ② ②

実施スケジュール
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施策
番号

25

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 79.0 80.0 81.0 81.7 82.5

実績 78.0 79.5 81.0 81.3 81.7 82.0

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 78.0 81.0 84.0 86.0 88.0

実績 76.1 79.3 82.5 84.0 85.7 86.8

・職員による戸別訪問 ・同左 ・同左

到達目標施策名

水環境のまちづくり

総合計画目標値
5年後（H27)

安全安心で安定した水道水の供給と美しい水のある良好な環
境で、人が元気に暮らせるまちをめざします。

担当課 進捗状況

B

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

H27 H28

H27

上下水道課

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画

上下水道の施設や設備について費用の平準化を図りながら計
画的に耐震化を推進します。

平成26年度
取組状況

・配水管の耐震化　3,750ｍ

H26

・配水管の耐震化　3,550ｍ

85.0

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・配水管の耐震化　3,000ｍ

H28

下水道の接続促進や合併浄化槽の普及を促進し、水洗化率を
高めます。

上下水道管理
課 ② ②

基本計画

平成26年度
取組状況

平成26年度は合併浄化槽設置家屋を戸別訪問し、下水道への接続を依頼した。

課題と
今後の取組

平成27年度から下水道接続家屋に対して、水洗化促進補助金を交付し、下水道への接続を促す。

水洗化率（％） 90.0 92.0

実施スケジュール スケジュール
達成度

・平成24年度に行ったアセットマネージメント、平成25年度に策定した水道ビジョンを活用し、施設、送水
管、配水管の耐震化を計画的に実施する。

・配水管の耐震化1,646ｍ

B

水道管路耐震化率（％） 82.0

数値指標
目標数値

課題と
今後の取組

担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

25

到達目標施策名

水環境のまちづくり
安全安心で安定した水道水の供給と美しい水のある良好な環
境で、人が元気に暮らせるまちをめざします。

3

4

課題と
今後の取組

・受水費の削減のため、兵庫県企業庁に対し県水の値下げ要望を行う。
・県水の値下げ後、市川町と再度値下げ交渉を行う。

平成26年度
取組状況

・兵庫県企業庁に対して、兵庫県広域水道連絡協議会の構成団体と連携するなどして県水の値下げ要
望を行った。
・市川町との交渉により受水単価と責任水量の引き下げが実現した。

・兵庫県企業庁への値下げ要望 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H27

企業努力による水道事業の効率化、安定化、適正化を進めま
す。

上下水道管理
課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

　在田南部地区と鴨谷地区の統合については、在田南部地区の理解が得られていないため、H28年度
に実施することが困難である。

課題と
今後の取組

担当課 進捗状況

上下水道課 ②

平成26年度
取組状況

・コミプラ（加西北部、在田南部）、農集（芥田、鴨谷）統合事業 実施設計

A
・コミプラ（加西北部、在田南部）、
農集（芥田、鴨谷）統合事業 実施
設計

・コミプラ（加西北部、在田南部）、
農集（芥田、鴨谷）統合事業 工事

・同左

今後の方針基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

 効率的な生活排水処理計画を策定し、計画的な施設の統廃
合や改修を行います。 ②
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施策
番号

25

到達目標施策名

水環境のまちづくり
安全安心で安定した水道水の供給と美しい水のある良好な環
境で、人が元気に暮らせるまちをめざします。

5

・ 玉丘常吉線
・ 都市計画2号線

課題と
今後の取組

・ 計画的に継続して透水性舗装の施工を行う。

スケジュール
達成度H26 H27 H28

実施スケジュール

・ 同左 ・ 同左 Ａ

平成26年度
取組状況

・ 玉丘常吉線、都市計画２号線の歩道において、透水性舗装の施工を行った。

②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

公道の透水性舗装を推進します。 土木課 ②
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施策
番号

26

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 9 9 9 9

実績 9 9 9 9 9

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 794 788 788 785 783

実績 794 795 789 810 817 781

目標 19.7 20.5 21.0 21.0 21.0

実績 20.0 19.7 18.2 17.8 18 20

 ・同左

排出者側である量販店へ、レジ袋削減協力依頼を実施する一方、ねっぴ～をデザインしたマイバック
（エコバック）を作成・配布し、消費者側からのレジ袋削減への取り組みを実施した。

A

レジ袋削減協力事業者数（量販店
にかかる）（社）

9

数値指標
目標数値

10

課題と
今後の取組

ゴミのリサイクル率（％） 21 22

担当課基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度

平成26年度
取組状況

剪定枝受入施設の整備、剪定枝ﾘｻｲｸﾙ事業実施、剪定枝等を活用したもので、堆肥及び園芸用土の
販売実施。小型家電収集委託業務開始。

課題と
今後の取組

ごみ排出者への分別意識の向上を図り、リサイクルの向上を図る

H27 H28

・剪定枝リサイクル事業開始

進捗状況 今後の方針

ごみの分別（現23分類）、リサイクルを推進し、ゴミ処理の効率
化、適正化を進めます。

環境課 ② ②

住民１人１日あたりのゴミ排出量
（ｇ）

783 766

・剪定枝リサイクル事業継続
・古繊維リサイクル事業開始 A

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画 担当課 進捗状況

環境課

新規出店の量販店への協力依頼の実施とエコバックを利用してもらう習慣の啓発を併せて行っていく。

レジ袋の有料化や無料配布の中止、グリーンコンシューマーを
推奨する事業者の割合を増やします。

平成26年度
取組状況

 ・協力事業者依頼

H26

 ・同左

スケジュール
達成度

実施スケジュール
H28H27

・同左

資源再利用の手段が住民に情報提供され、ゴミ発生の抑制や
リサイクルが当たり前になっているまちをめざします。

到達目標施策名

ごみ減量と資源リサイクルの推進

総合計画目標値
5年後（H27)
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施策
番号

26
資源再利用の手段が住民に情報提供され、ゴミ発生の抑制や
リサイクルが当たり前になっているまちをめざします。

到達目標施策名

ごみ減量と資源リサイクルの推進

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 100 110 110 110

実績 104 106 107 112 141 12

4

数値指標
目標数値

・放置竹林を間伐しチップ・炭等への活用
・広葉樹等を間伐し、薪等へ利用促進
・一般家庭からの廃食用油回収の継続

・同左 ・同左

廃食用油の回収量（千リットル） - -

環境課 ②

Ａ

②

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

バイオマス資源の生産から回収、利用普及までの取り組みを
拡充します。

廃食用油リサイクル事業において、市外回収、BDF生産を終了しました結果、回収量が減少しました。
しかし、一方で市内の一般家庭からの廃食用油の回収は市民にも浸透しており、リサイクル意識の啓
発にも繋がっているため、継続して実施していきます。

平成26年度
取組状況

家庭用の廃食用油を回収し、リサイクル会社へ販売する事業を実施した。H26年度の廃食用油回収実
績は、12,073L、廃食用油売捌収入は、31,189円でした。「与作プロジェクト」の一環としては、市内間伐
ボランティアや市内社会福祉法人と協力し、薪材を加工し、燃料として供給しました。「かぐや姫プロジェ
クト」では、放置竹林の整備の実施に伴い、樹木粉砕機の貸出しを行いました。

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

A

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

美バースへの補助金を拡充します。 環境課 ② ②

課題と
今後の取組

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

平成26年度
取組状況

要綱改正後の「資源物1Kgあたり1円」及び「売り払い額が5円未満の場合、5円との差額」を回収量に応
じて交付

課題と
今後の取組

改正した単価で今後も継続して奨励金を交付する。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・改正後単価での奨励金の交付
を継続

・同左 ・同左
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施策
番号

27

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 50 75 100 100

実績 51 48 67 778 89

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 130 140 160 180

実績 123 132 154 144 238

夏休み子ども講座等で異なるテーマで4回、環境問題を学ぶ講座を開催し、89人が参加した。

B

公民館における環境学習の受講
者数（こども）（人）

150

数値指標
目標数値

スケジュール
達成度H27 H28

・環境講座の開催 ・同左

担当課 進捗状況 今後の方針

環境学習リーダーを養成し、その活動を推進します。 生涯学習課 ② ②

H28H27

・同左 B

H26

数値指標
目標数値

10年後（H32）

平成26年度
取組状況

高齢者学級や公民館主催講座で８回、異なるテーマで環境問題を扱う講座を開催した。
環境課と地域団体と協力し、次年度開催するリーダー養成講座の調整・準備を行った。

課題と
今後の取組

毎年異なるテーマで引き続き環境講座を開催する。
平成27年度は公民館において、地域の環境保全活動を行うリーダー養成講座を開催予定。

公民館における環境学習の受講
者数（人）

200 250

450

課題と
今後の取組

基本計画

実施スケジュール

到達目標施策名

環境学習の推進

総合計画目標値
5年後（H27)

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

誰もが普段の生活の中で当たり前のように環境問題を意識し、
行政と住民、企業等が連携して環境を保全するまちをめざしま
す。

基本計画 担当課 進捗状況

生涯学習課

親子で環境問題を考えるきっかけとなるよう、各種団体の協力を得て、毎年異なるテーマで引き続き環
境講座を開催する。

親子で参加できる環境学習を推進します。

平成26年度
取組状況

・夏休みこども環境講座実施
・環境講座の実施

H26

・同左

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左
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施策
番号

27

到達目標施策名

環境学習の推進
誰もが普段の生活の中で当たり前のように環境問題を意識し、
行政と住民、企業等が連携して環境を保全するまちをめざしま
す。

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 15 15 15

実績 11 11 11

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 35 38 40 42

実績 32 39 42 40 40

Ａ

数値指標
目標数値

・環境体験学習（小学３年生）
・環境学習（小・中学校）

・同左 ・同左

環境学習実施学校数（校） 15 15

②

担当課 進捗状況 今後の方針基本計画

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

小学３年生で環境体験学習を実施し、成果を上げているが、中学校での実施が推進できていない。そこ
で、小・中学校９年間を見通した各発達段階における学習活動や地域の特性を鑑みた環境学習の実施
が望まれる。そのためのカリキュラム整備や人材バンク等の情報の蓄積が必要である。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

学校や住民団体、ＮＰＯ等、様々な主体により取り組まれた環
境学習のノウハウを、他の学校や団体が活用できるよう支援し
ます。

学校教育課 ②

課題と
今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

環境に配慮したまちづくりをテーマとして住民と事業者を交えた
定期的な学習会を開催します。

環境課 ② ②

平成26年度
取組状況

市内全11小学校において、県教委の推進する兵庫型体験学習の一環である「環境体験学習」を実施し
た。校区の特色を生かした、里山保全活動、希少生物調査活動、稲作等の農作業体験などを通して、
身近にある自然やそれを取り巻く環境について充実した学習活動が展開できた。特に、保護者や地域
住民の協力、専門家による指導、高校との連携等、幅広い人材の活用によって、成果を上げることがで
きた。

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

・加西商工会議所と連携したエコ
アクション21（EA21）セミナーの実
施
・エコアクション21自治体イニシャ
ティブプログラムの実施

・同左 ・同左 A

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

ISO14001・エコアクション21取得
数（件）

50 70

平成26年度
取組状況

・加西商工会議所と連携したエコアクション21（EA21）セミナーの実施
・エコアクション21自治体イニシャティブプログラムの実施

課題と
今後の取組

・中小企業にとっては、環境マネジメントシステムの認証取得は費用が高額で人員が割かれるので取り
組み開始が難しいところがありますが、引き続き加西商工会議所と連携して、エコアクション21の普及
啓発を図っていきます。
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施策
番号

27

到達目標施策名

環境学習の推進
誰もが普段の生活の中で当たり前のように環境問題を意識し、
行政と住民、企業等が連携して環境を保全するまちをめざしま
す。

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 4 5 5

実績 4 5 2

スケジュール
達成度H26 H27 H28

実施スケジュール

教員を対象とした環境学習に関する研修を実施します。

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

②

教員を対象とした環境学習に関す
る研修（回）

5

学校教育課
総合教育セン
ター

②

5

5年後（H27) 10年後（H32）

課題と
今後の取組

各学校の担当者以外にも広く受講を促すとともに、地域や企業と連携した先駆的な事例を取り入れるよ
うにしていく。

平成26年度
取組状況

教職員を対象とした環境学習に関する研修講座を実施し、環境問題の理解を深めた。

目標数値 総合計画目標値

・同左 ・同左 Ｂ

数値指標

・教職員講座で環境教育の充実
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施策
番号

28

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 1 3 5

実績 0 0 0

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 13 14 15 15

実績 11 13 14 15 17

5年後（H27)

地域を構成する多様な住民が、自らのまちの良さを認識し結集
することで、それぞれが得意分野を活かして活動するまちをめ
ざします。

到達目標施策名

情報公開と住民自治のまちづくり

総合計画目標値

担当課 進捗状況

H26 H27 H28

H27

ふるさと創造
課

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画

自立的な地域づくりのために、専門家や専門職員を派遣しま
す。

平成26年度
取組状況

・地域づくりのあり方を考える資
料、情報提供の実施。

H26

・地域おこし協力隊制度等への拡
大化

20

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・地域情報の交換の場を設ける

H28

実施スケジュール スケジュール
達成度

担当課 進捗状況 今後の方針

社会活動の促進を図るため、活動の中心となるリーダーの発
掘や育成に取り組みます。

ふるさと創造
課 ② ③

基本計画

・若者応援事業の中で、人材発掘
及び育成を実施
・クラウドファンディング支援の充
実
・シティセールス事業の推進

・クラウドファンディング支援の充
実
・小口寄附制度の活用による事業
の多角化の推進

A

地域おこし協力隊の活動をさらに広め、新たな隊員を募集する。活動について、市内外に積極的にＰＲ
していく。

地域おこし協力隊の導入に向けて、取組を進め、平成２７年１月採用で取り組むべく進めた。採用内定
者が、学生等であったため、平成２７年度採用となった。

A

地域づくりコーディネーター数（部
門）

-

数値指標
目標数値

課題と
今後の取組

数値指標
目標数値

10年後（H32）

・「起業家のまち」並みづくり
・クラウドファンディング支援の充
実

平成26年度
取組状況

NPO法人支援や起業支援、若者ターミナルスポット運営事業を実施した。

課題と
今後の取組

NPO法人だけでなく各種法人や個人起業といった受け皿でも実現可能であるため指標追加する事を検
討

ＮＰＯ法人数（法人） 15 20
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施策
番号

28
地域を構成する多様な住民が、自らのまちの良さを認識し結集
することで、それぞれが得意分野を活かして活動するまちをめ
ざします。

到達目標施策名

情報公開と住民自治のまちづくり

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 25 50 50

実績 0 0 0 0

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 0 0 11 11

実績 0 0 0 3 7

課題と
今後の取組

引き続きシンポジウム等を開催し、創造会議の理念を周知し、地域担当職員を増やし円卓会議を進
め、設立を進めていく。すでに、立ち上がっている地域については、担当課及び地域担当職員が積極的
に関わっていく。

地域協議会設置数（箇所） 11 11

平成26年度
取組状況

北条地区（北条小と北条東合同実施）、九会、泉（在田）が新たに取組みを開始した。昨年度より設立し
た創造会議は、理事会等を開催し、独自事業の取組を開始した。

数値指標
目標数値 総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

・各小学校区で円卓会議を実施。すでに立ち上
がった地域については、運営等の助言を行う。 ・同左 ・同左 Ｓ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

まちづくり条例 等の制定によって地域協議会（地域ふるさと創
造会議）の位置づけや行政の支援体制を構築します。

ふるさと創造
課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

課題と
今後の取組

無償ボランティアに関しては社会福祉協議会との窓口の統一なども必要
起業家支援の中でソーシャルビジネスに委託する。

平成26年度
取組状況

起業相談を通じて、少子高齢化社会に対応した有償型の地域ネットワークビジネスをサポート中

B

数値指標
目標数値

・社会貢献事業実施団体への寄
付や入会支援制度

・事業委託 ・同左

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

ふるさと創造
課 ①

ボランティア活動希望登録者数及
び依頼者数（人）

50 100

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

ボランティア活動希望者と支援を受けたい人との調整を図りま
す。 ③

今後の方針担当課 進捗状況
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施策
番号

28
地域を構成する多様な住民が、自らのまちの良さを認識し結集
することで、それぞれが得意分野を活かして活動するまちをめ
ざします。

到達目標施策名

情報公開と住民自治のまちづくり

5

・ふるさと夏ミーティングを実施し、提案さ
れた意見や回答をホームページに掲載す
るとともに隣保回覧することで情報共有を
図る。ふれあい提案箱等での提案につい
てホームページで公開する。

課題と
今後の取組

ふれあい提案箱に寄せられる主な意見・提案及び回答をホームページに掲載していく。

スケジュール
達成度H26 H27 H28

実施スケジュール

・タウンミーティングでの意見・回答のホー
ムページへの掲載。
・ふれあい提案箱等に寄せられる意見・提
案と回答のホームページへの掲載

・同左 A

平成26年度
取組状況

タウンミーティングの意見・回答をホームページに掲載した。

②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

住民から寄せられる提案、要望、意見に対する回答について、
ウェブ情報等を活用して住民との情報共有を図ります。

秘書課 ②
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施策
番号

29

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 50 50 55

実績 - - -

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 7.0 10.0 10.0 4.0

実績 7.0 2.4 2.1 2.1 3.6

・地域福祉課・学校教育課等との連携事業
の実施（学校でのDV講座事業の実施等）
・ふるさとハローワークとの連携
・女性のための社会起業支援事業

H26

・同左に加え、ワーク・ライフ・バラ
ンス推進事業

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・同左

H28H27

10年後（H32）

H27

平成26年度
取組状況

担当課 進捗状況 今後の方針

女性の声を地域の組織や団体に反映させる制度を構築しま
す。

ふるさと創造
課 ② ②

起業に関する勉強会を実施した。

基本計画 担当課 進捗状況

A

H26

数値指標
目標数値

小学校区内での女性グループの活動費を補助する女性チャレンジ事業を実施した。

課題と
今後の取組

新しい女性グループの掘り起しと各地域間でのネットワーク化、市域をカバーする社会活動グループへ
の補助などの整備が必要

市の女性管理職登用率（％） 10.0 15.0

課題と
今後の取組

基本計画

数値指標
目標数値

60

ふるさと創造
課

男女問わず起業や在宅ワーク、週末店舗などの多様な働き方を提案及びサポートし、女性の社会参画
を推進する。

実施スケジュール スケジュール
達成度

・同左

H28

・女性チャレンジ事業
・ふるさと創造会議設置事業
・若者応援事業

・同左

平成26年度
取組状況

到達目標施策名

自己実現と共生のまちづくり

総合計画目標値
5年後（H27)

家庭、学校、地域、職場において、住民一人一人が持つ個性と
能力を十分に発揮できるこころ豊かな社会をめざします。

A

男女の労働力率の格差是正　女
性の労働力率（％）

55

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②男女共同参画社会に関する学習機会を拡充します。
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施策
番号

29

到達目標施策名

自己実現と共生のまちづくり
家庭、学校、地域、職場において、住民一人一人が持つ個性と
能力を十分に発揮できるこころ豊かな社会をめざします。

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 3 3 3

実績 3 3 3

4

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 40

実績 20 30

市内における日本語講座の実施
教室数（教室）

②

担当課 進捗状況 今後の方針

実施スケジュール スケジュール
達成度H26

基本計画

実施スケジュール

3 5

H27 H28

平成26年度
取組状況

NPO法人ねひめカレッジに事業委託し日本語を教えるグループや外国人同時のネットワークづくりを
図った。

A

数値指標

・国際交流協会のNPO法人化 ・外国人の地域生活サポート事業 ・同左

事業サポーターや協賛事業所などの発掘
課題と

今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

姉妹都市との連携による、市民レベルの国際交流を実施しま
す。

ふるさと創造
課 ② ②

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

スケジュール
達成度H26

在住外国人のための学習支援や生活情報の多言語化を推進
します。

ふるさと創造
課 ②

H27 H28

・親善訪問団の派遣協議及び情
報交換

・加西市文化の情報発信及び紹
介事業の実施

・親善訪問団の派遣事業の実施

平成26年度
取組状況

NPO法人ねひめカレッジに委託し。中学生8人が訪問した。

課題と
今後の取組

学生以外の交流事業の促進が課題

A

数値指標
総合計画目標値

5年後（H27) 10年後（H32）

市内における各種外国文化関係
団体の会員数

100 200
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施策
番号

29

到達目標施策名

自己実現と共生のまちづくり
家庭、学校、地域、職場において、住民一人一人が持つ個性と
能力を十分に発揮できるこころ豊かな社会をめざします。

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 2,700 2,730 2,760 2,760

実績 2,592 2,700 2,365 2,605 2,399 2,476
人権学習会参加者数（人） 2,800

人権推進課 ③

3,000

5年後（H27) 10年後（H32）

課題と
今後の取組

・町別、地区人権学習会の参加者が、町の役員の責任出席化しており、町によっては固定してしまっている。参加
者からは、「マンネリ化している」「意見、発表を求められるため出席しにくい」などの意見もだされていることから、
学習会の内容、進行手法などの工夫が必要となっている。
　今後、市人権教育協議会、公民館等との連携事業など多種多様な学習会を開催していく。

平成26年度
取組状況

・ひょうごヒューマンフェスティバル2014を開催し、講演会、コンサート、子ども多文化共生教育フォーラム等を実施
（参加者約2,500人）。
・まちかどフォーラム（町別学習会）を77町で開催、1,343人が参加。
・地区人権学習会は5地区（富田、下里、富合、西在田、在田）で開催し、479人参加。
・その他、第16回「愛の詩」募集（応募総数1,936点）、啓発リーフレット「まちかど2014」全戸配布、社会教育推進員
研修会などの学習会（654人）。

目標数値 総合計画目標値

・人権文化をすすめる市民のつどい
・地区人権学習会　・まちかどフォーラム
・「愛の詩」公募 　・加西市人権教育協議
会や公民館と連携した講演会・フィールド
ワーク等

・人権文化をすすめる市民のつどい
・地区人権学習会　・まちかどフォーラム
・「愛の詩」公募 　・加西市人権教育協議
会や公民館と連携した講演会・フィールド
ワーク等

A

数値指標

スケジュール
達成度H26 H27 H28

実施スケジュール

家庭や学校、地域、職場等、あらゆる場と機会を通じて、人権
尊重の理念を踏まえ、様々な人権課題に対する教育、啓発を
進め、お互いを認め合い、差別を許さないまちづくりを推進しま
す。

②

・ひょうごヒューマンフェスティバル2014
・地区人権学習会　・まちかどフォーラム
・「愛の詩」公募 　・加西市人権教育協議
会と連携した講演会・フィールドワーク等

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針
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施策
番号

30

1

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 280 279 277 272

実績 290 280 280 277 279

2

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 2 2 2 2

実績 2 0 1 1 1

次世代への負担を増やさない納税者の視点に立ち住民満足
度の高い市政運営をめざします。

目標数値
10年後（H32）

H27 H28

・職員成果発表会の開催 ・同左 ・同左

今後の方針

総合計画目標値
5年後（H27) 10年後（H32）

②②

基本計画

少子化対策及び子育て施策の充実を図るため、保育士/幼稚園教諭を増員した結果、目標値を下回る
こととなった。
若年層の少ない職員構成を是正すべく、引き続き退職勧奨を実施するとともに、職員の純減に取り組
んでいく。

266

・退職勧奨を実施し、平成２６年度末に６名が勧奨により退職した。

B

到達目標施策名

行政サービスの向上と効率経営

総合計画目標値
5年後（H27)

Ａ

H26

数値指標

新たな定員適正化計画を策定し、必要な部門に職員を重点配
置します。

平成26年度
取組状況

・新たな定員適正化計画のフォ
ローアップ
・勧奨退職の実施

H26

・後期５カ年の定員計画の策定
・勧奨退職の実施

担当課 進捗状況

スケジュール
達成度

実施スケジュール

・後期５カ年の定員適正化計画の
フォローアップ
・勧奨退職の実施

H28H27

総務課

2 3

市役所の正規職員総数（人） 266

数値指標
目標数値

課題と
今後の取組

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

職員の能力や士気を向上させる職員研修を拡充します。 総務課 ②

平成26年度
取組状況

５万人都市再生学習会として人口動態の現状を学び、情報発信力の向上を図るなどの研修を実施し
た。
また、内部職員を講師とした研修やハラスメント防止研修、接遇研修等のほか、管理職員を対象とした
成果発表会を実施した。

課題と
今後の取組

実施スケジュール スケジュール
達成度

②

人事評価の勤勉手当への反映を監督職（課長補佐・係長級）に拡大し、管理職と同様に、高評価となっ
た職員による成果発表会を実施する。

職員研修成果発表回数（回）
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施策
番号

30
次世代への負担を増やさない納税者の視点に立ち住民満足
度の高い市政運営をめざします。

到達目標施策名

行政サービスの向上と効率経営

3

4

課題と
今後の取組

公共施設等総合管理計画の策定に合わせ、老朽施設についての検討を進めていく。

平成26年度
取組状況

・市庁舎外壁改修工事
・市役所敷地内道路横断工補修工事
・図書館職員駐車場整備工事

・旧医師住宅跡解体
・公共施設等総合管理計画策定
（2か年）

・同左 Ａ

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

資産の有効活用や処分も含め、老朽施設更新計画を進めま
す。

管財課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

課題と
今後の取組

行財政改革プランに基づき、ムダを省き効率的な財政運営に資するよう、積極的に事務事業の見直し
を行う。

基本計画

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28

民間活力の導入と広域化を推進し、行政サービスの質的向上
に努めます。

人口増政策課 ② ②

担当課 進捗状況 今後の方針

平成26年度
取組状況

第５次加西市総合基本計画を具体化を図り、市長公約の５万人都市の再生を目指すため、行財政改
革プランを策定しています。このプランは、ＰＤＣＡマネジメントサイクルにより、毎年度、事業の評価・検
証を行うとともに、計画見直しを図り、以降３ヵ年のローリングにより計画を策定しています。また、策定
にあたっては、パブコメを実施することで市民の皆様からご意見を募集しています。第５次総合計画の
実施計画として位置付けた行財政改革プランについて、３年間のローリングにより毎年度見直しを行っ
ていくこととした。また、このプランにおいて１０年間の財政収支見通しを試算し、行革改善額を設けて取
り組んでいる。

Ａ・事務事業の見直し ・第５次総合計画の中間見直し
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施策
番号

30
次世代への負担を増やさない納税者の視点に立ち住民満足
度の高い市政運営をめざします。

到達目標施策名

行政サービスの向上と効率経営

5

H21 H22 H23 H24 H25 H26

目標 23 21 16 11

実績 18 23 26 27 26

目標 443 426 446 435

実績 457 440 421 438 428

目標 18.6 17.1 15.7 14.3

実績 20.3 18.6 17.1 15.8 14.2

・長期財政収支見通しに基づく計
画的な財政運営

スケジュール
達成度H26 H27 H28

実施スケジュール

・同左 ・同左 Ａ

10年後（H32）

課題と
今後の取組

基金残高（財政調整＋減債）（億
円）

21 25

351

実質公債費比率（％） 16.0

総合計画目標値
5年後（H27)

全会計市債残高（億円） 392

11.0

今後も、行財政改革プランに基づき、公債費の抑制、財政調整基金の一定水準の確保など、持続可能
な財政基盤を確立していきながら、人口増政策に有効な施策を展開していく。

平成26年度
取組状況

行財政改革プランに基づき、退職者の一部不補充等の人件費削減、施設の統廃合及び事務事業の改
善により、当初計画と比較して基金ベースで約20.4億円の収支改善となった。

数値指標
目標数値

財政課 ② ②

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

行財政改革プランを策定し、予算の段階から財政健全化に向
けての取り組みを行います。
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施策
番号

30
次世代への負担を増やさない納税者の視点に立ち住民満足
度の高い市政運営をめざします。

到達目標施策名

行政サービスの向上と効率経営

6

7

今後の方針

　本年度も公共料金収納率向上会議（H27.1.27）を開催し、公共料金の収納状況、また各担当課の取組
状況について協議するとともに、滞納整理の進め方等について、県整理回収チームを講師として研修
を実施した。また、滞納整理のノウハウや滞納者の情報等を照会文書で共有することを再確認する。市
税等の滞納整理については、一斉徴収ならびに夜間電話催告を強化実施し、現年未納者の未然防止
に努めた。また過年度滞納者については、財産調査により、差押執行を実施した。県の指導により収
入・財力が無く、担税能力が無い、また、状況改善が見込めない方については、執行停止・不納欠損を
実施した。

実施スケジュール

・公共料金収納率向上対策会議
(研修）
・市県民税特別徴収の推進
・口座振替推進
・滞納処分の強化

同左 A

②

市税等については、新たな滞納者を未然に防止するとともに、差押による滞納整理を進めて行く。ま
た、滞納整理の知識やノウハウを習得するとともに、各担当者のスキルアップに努める。

課題と
今後の取組

スケジュール
達成度H26 H27 H28

・公共料金収納率向上対策会議
の開催
・口座振替推進
・滞納処分の強化

平成26年度
取組状況

自主財源確保のため、市税および公共料金の収納体制を強化
し、収納の向上を図ります。

税務課 ②

担当課 進捗状況基本計画

基本計画 担当課 進捗状況 今後の方針

Ａ

平成26年度
取組状況

最低制限価格について、「工事請負契約に係る低入札価格調査基準中央公共工事契約制度運用連絡
協議会モデル」を踏まえて算定方式の改定を行った。

課題と
今後の取組

国、県の動向を踏まえ、制度の見直しを随時行っていく。

入札制度改革を進め、適正かつ効率的な事務の執行を図りま
す。

管財課 ③ ①

実施スケジュール スケジュール
達成度H26 H27 H28
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